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103日本における預金市場の形成

日
本
の
銀
行
は
一
般
に
、
一
九
○
一
年
金
融
恐
慌
を
契
機
と
し
て
預
金
銀
行
化
し
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
ま
で
市
場
は
、
圧
倒
的
な

日
銀
信
用
供
給
に
よ
っ
て
自
律
的
な
展
開
を
妨
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
転
換
に
よ
っ
て
、
銀
行
間
を
相
互
に
む
す
ぶ
短
期
金
融

市
場
の
発
展
が
可
能
と
な
っ
た
。
日
本
の
金
融
市
場
史
に
と
っ
て
、
こ
の
転
換
は
枢
要
な
意
義
を
も
つ
。
維
新
変
革
か
ら
僅
か
三
○

年
、
西
欧
流
の
預
金
銀
行
が
成
立
し
た
こ
と
は
注
目
に
価
す
る
。
欧
米
の
大
陸
諸
国
に
お
け
る
小
切
手
流
通
、
預
金
銀
行
化
の
進
展
ぶ

（
１
）
 

り
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
日
本
の
預
金
銀
行
化
は
極
め
て
早
い
ペ
ー
ス
で
行
わ
れ
た
と
一
一
口
っ
て
よ
い
。
む
し
ろ
預
金
市
場
が
か
く
も
早

は
じ
め
に

第
一
章
預
金
市
場
の
勃
興
・
形
成
ｌ
諸
預
金
形
態
の
分
化

第
二
章
預
金
金
利
の
体
系
化
と
預
金
市
場
の
確
立

第
三
章
金
利
協
定
ｌ
預
金
市
場
に
お
け
る
金
利
設
定
行
動
の
変
容

お
わ
り
に

は
じ
め
に

日
本
に
お
け
る
預
金
市
場
の
形
成

露
見
誠
良
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期
に
勃
興
し
確
立
し
た
と
こ
ろ
に
、
日
本
の
信
用
機
榊
の
特
質
を
も
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

世
紀
転
換
期
に
何
故
預
金
銀
行
化
が
急
速
に
進
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
議
論
が
な
さ
れ

て
き
た
。
そ
の
ひ
と
つ
の
流
れ
は
、
政
策
的
契
機
を
重
視
す
る
も
の
で
、
長
期
的
な
政
府
資
金
の
引
上
げ
に
着
目
す
る
も
の
（
寺

（
２
）
 

（
３
）
 

西
）
、
岩
崎
・
山
本
両
日
銀
総
裁
時
代
に
行
わ
れ
た
日
銀
改
革
、
営
業
方
針
の
転
換
を
強
調
す
る
も
の
（
岡
田
・
鏑
見
・
佐
藤
）
な
ど

（
４
）
 

が
こ
れ
に
属
す
。
ま
た
、
こ
れ
と
重
な
り
あ
う
も
の
と
し
て
一
九
○
｜
年
の
金
融
恐
慌
を
重
視
す
る
も
の
（
石
井
）
が
あ
る
。
さ
ら
に

預
金
市
場
自
体
の
分
析
が
あ
る
。
か
つ
て
産
業
革
命
期
分
析
の
一
環
と
し
て
集
中
的
に
行
わ
れ
た
明
治
初
期
国
立
銀
行
の
個
別
研
究
の

多
く
が
、
経
営
分
析
の
一
コ
マ
と
し
て
で
あ
る
が
、
預
金
取
引
に
ふ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
個
別
銀
行
史
研
究
は
対
象
と
す

る
時
期
が
短
か
く
、
残
念
な
が
ら
預
金
市
場
の
生
成
・
発
展
を
う
か
が
う
に
は
不
充
分
で
あ
る
。
預
金
市
場
を
正
面
か
ら
扱
っ
た
研
究

（
５
）
 

（
６
）
 

は
以
外
と
少
い
。
預
金
金
利
協
定
分
析
（
松
村
・
岡
田
）
と
預
金
源
泉
分
析
（
麻
島
）
が
そ
の
主
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
政
策
的
ア
プ
ロ

ー
チ
に
よ
る
研
究
と
比
べ
て
も
、
預
金
市
場
の
分
析
は
手
薄
と
い
う
印
象
を
否
め
な
い
。
預
金
市
場
が
ど
の
よ
う
に
勃
興
し
形
成
さ
れ

た
か
、
そ
の
全
体
像
は
未
だ
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
市
場
分
析
を
欠
い
て
は
、
政
策
的
ア
プ
ロ
ー
チ
も
現
実
性
を
失
う
。
両
者
あ
い
ま

っ
て
は
じ
め
て
、
何
故
日
木
に
お
い
て
預
金
銀
行
化
が
早
期
に
定
着
し
た
か
、
そ
の
事
情
が
明
ら
か
と
な
る
。

こ
の
小
論
は
、
以
上
の
如
き
問
題
意
識
の
も
と
に
、
明
治
期
に
お
け
る
預
金
市
場
の
勃
興
・
形
成
・
変
容
の
過
程
を
、
預
金
金
利
の

体
系
化
に
照
準
を
お
い
て
鳥
敵
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
。
そ
れ
は
、
麻
島
昭
一
氏
に
よ
る
震
度
の
大
き
い
問
題
提
起
を
う
け
て
い
る
。

麻
島
昭
一
氏
は
滋
賀
八
幡
銀
行
の
定
期
預
金
を
め
ぐ
る
分
析
の
な
か
で
、
明
治
中
期
ま
で
当
座
預
金
と
定
期
預
金
と
が
明
確
に
分
化

し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
興
味
深
い
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
明
治
期
の
預
金
市
場
の
形
成
に
お
い
て
、
ま

（
７
）
 

ず
当
座
預
金
が
先
行
し
、
の
ち
に
定
期
預
金
が
拡
大
し
た
と
す
る
加
藤
俊
彦
氏
以
来
の
通
説
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。

麻
島
氏
の
主
張
の
背
後
に
は
、
諸
預
金
の
金
利
が
流
動
性
に
応
じ
た
格
差
を
も
っ
て
は
じ
め
て
、
当
座
・
定
期
な
ど
の
預
金
形
態
が
力
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テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
自
立
し
た
と
言
い
う
る
、
と
い
う
金
利
体
系
上
の
認
識
が
前
提
さ
れ
て
い
る
。
麻
島
氏
の
主
張
に
と
っ
て
、
こ
の
認

識
は
キ
イ
の
位
置
を
占
め
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
麻
島
氏
は
こ
の
点
を
全
面
的
に
展
開
し
て
い
な
い
。

い
つ
ご
ろ
か
ら
諸
預
金
の
間
に
「
流
動
性
に
応
じ
た
金
利
格
差
」
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
ど
の
よ
う
な
情
勢
、
力
が

こ
の
よ
う
な
格
差
を
生
み
だ
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
預
金
金
利
は
ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
点

に
関
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
闇
の
う
ち
に
お
か
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
預
金
金
利
の
問
題
に
焦
点
を
さ
だ
め
、
日
本
に
お

け
る
預
金
市
場
の
勃
興
と
形
成
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
ず
前
半
で
は
、
諸
預
金
が
互
い
に
範
鴎
と
し
て
分
化
し
て
ゆ
く
さ
主

を
、
期
間
別
流
動
性
と
金
利
体
系
化
の
点
か
ら
検
討
し
、
つ
づ
い
て
後
半
で
は
、
各
銀
行
が
ど
の
よ
う
に
預
金
金
利
を
設
定
し
た
か
、

そ
の
実
態
を
、
金
利
協
定
を
中
心
に
明
ら
か
に
す
る
。

（
１
）
と
り
あ
え
ず
、
Ｒ
・
キ
ャ
メ
ロ
ソ
編
『
産
業
革
命
と
銀
行
業
』
（
正
田
健
一
郎
訳
、
一
九
七
三
年
）
を
参
照
。

（
２
）
寺
西
重
郎
『
日
本
に
お
け
る
経
済
発
展
と
金
融
』
一
九
八
二
年
。

（
３
）
岡
田
和
喜
「
日
本
銀
行
金
融
政
策
の
特
質
」
『
日
本
の
銀
行
制
度
確
立
史
』
（
東
畑
・
高
橋
編
、
一
九
六
六
年
）
第
二
編
第
三
章
所
収
、
拙
稿

「
成
立
期
日
本
信
用
機
柵
の
論
理
と
櫛
造
（
上
と
『
経
済
志
林
』
四
五
巻
四
号
、
一
九
七
七
年
、
佐
藤
政
則
「
明
治
三
四
年
前
後
に
お
け
る
高

橋
是
清
の
日
銀
金
融
政
策
」
『
社
会
経
済
史
学
』
五
○
巻
五
号
、
一
九
八
五
年
。

（
４
）
石
井
寛
治
「
産
業
資
本
確
立
過
程
に
お
け
る
日
本
銀
行
信
用
の
意
義
」
『
日
本
経
済
史
』
一
九
六
八
年
別
冊
。

（
５
）
松
村
秀
夫
「
戦
前
に
お
け
る
銀
行
間
預
金
金
利
の
格
差
に
つ
い
て
」
『
金
融
』
二
五
号
、
一
九
五
六
年
一
○
月
、
岡
田
和
喜
「
金
融
市
場

の
端
緒
的
形
成
」
（
前
掲
『
日
本
の
銀
行
制
度
確
立
史
』
第
二
編
第
二
章
所
収
）
を
は
じ
め
と
す
る
一
連
の
研
究
。

（
６
）
麻
島
昭
一
「
明
治
期
地
方
銀
行
の
定
期
預
金
の
性
格
」
「
明
治
末
・
大
正
初
期
の
八
幡
銀
行
定
期
預
金
分
析
」
『
金
融
経
済
』
一
七
五
、
一
九

○
号
、
一
九
七
七
年
四
月
、
一
九
八
一
年
一
○
月
。

（
７
）
加
藤
俊
彦
『
本
邦
銀
行
史
論
』
’
九
五
六
年
、
一
三
二
頁
。
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は
じ
め
に
、
諸
預
金
の
分
化
の
視
点
か
ら
、
日
本
に
お
い
て
預
金
市
場
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
か
、
簡
単
に
概
観
し
て
お
こ

う
。
第
１
図
に
よ
っ
て
、
そ
の
発
展
ぶ
り
を
預
貯
金
形
態
に
着
目
し
て
整
理
す
る
な
ら
ば
、
以
下
の
諸
点
を
確
認
し
う
る
。

日
本
の
預
貯
金
市
場
に
お
い
て
民
間
預
金
が
優
位
を
占
め
た
の
は
、
一
八
九
○
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
宮
公
預
金

と
郵
便
貯
金
の
合
計
が
、
国
立
・
私
立
の
預
金
量
に
匹
敵
す
る
か
凌
駕
し
て
い
た
。
こ
の
図
で
は
、
銀
行
類
似
機
関
が
、
ま
た
八
八
年

以
前
に
つ
い
て
は
私
立
銀
行
の
預
金
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
に
し
て
も
、
年
を
遡
る
に
つ
れ
公
的
預
金
の
占
め
る
ウ
ェ
イ
ト
は
高
く
な

第１図全国預貯金の年末残高の推移

（1883-1903） 

第
一
章
預
金
市
場
の
勃
興
・
形
成
ｌ
諸
預
金
形
態
の
分
化

（
千
万
円
）
加

当座

定IW1

1５ 

小口

貯蓄

鎚曰ILJ
５ 

01888’9０’9５１９００ 
(1)各年次『銀行局年報』より作成。

１２）貯蓄預金，郵便貯金は『銀行通信録』

267号，1908年１月による。貯蓄預金は

国立・私立銀行ならびに５大貯蓄銀行の

合計。
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る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
松
方
デ
フ
レ
下
で
郵
便
貯
金
が
急
墹
し
、
国
立
銀
行
の
当
座
、
定
期
預
金
の
い
ず
れ
を
も
上
廻
る
に
至
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
景
気
上
昇
局
面
に
お
い
て
、
公
的
預
金
お
よ
び
郵
便
貯
金
の
双
方
が
停
滞
軌
道
を
と
っ
た
の
に
、
銀
行
預
金
は
著

し
い
急
成
長
を
遂
げ
た
。
銀
行
の
当
座
預
金
が
郵
便
貯
金
を
凌
駕
し
た
の
は
一
八
九
○
年
、
定
期
預
金
は
九
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。

九
○
年
代
に
入
っ
て
銀
行
預
金
は
鋭
角
的
な
伸
び
を
示
し
た
が
、
な
か
で
も
当
座
預
金
が
先
行
し
、
常
に
首
座
を
占
め
た
。
定
期
預

金
は
常
に
後
塵
を
拝
し
、
一
九
○
七
年
に
な
る
ま
で
、
当
座
預
金
を
凌
罵
で
き
な
か
っ
た
。
残
高
ペ
ー
ス
で
な
く
年
間
預
り
高
ベ
ー
ス

で
ふ
れ
ば
、
そ
の
差
は
遙
か
に
大
き
い
。

こ
こ
で
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
当
座
・
定
期
な
ど
諸
預
金
が
最
初
か
ら
相
互
に
分
化
を
遂
げ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
点

で
あ
る
。
預
金
取
引
が
未
熟
な
と
こ
ろ
へ
西
欧
の
預
金
概
念
を
導
入
し
た
た
め
に
、
諸
預
金
は
、
形
式
上
は
区
別
さ
れ
な
が
ら
実
態
は

未
分
化
と
い
う
面
を
残
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
別
段
預
金
あ
る
い
は
小
口
当
座
預
金
の
存
在
は
、
そ
の
一
コ
マ
と
い
え
よ
う
。

一
八
八
○
年
代
、
当
座
・
定
期
預
金
と
並
ん
で
別
段
預
金
が
大
き
な
比
重
を
占
め
た
。
当
初
、
別
段
預
金
は
、
銀
行
よ
り
取
引
先
へ

渡
す
べ
き
未
決
算
金
を
計
上
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
一
八
八
六
年
（
明
治
一
九
年
）
大
蔵
省
の
通
達
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
約
定
・

通
知
預
金
も
こ
こ
に
繰
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
い
わ
ば
、
当
座
・
定
期
・
貯
蔵
預
金
に
計
上
さ
れ
な
い
も
の
は
、
全
て
別
段

（
１
）
 

預
金
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
雑
多
な
預
金
が
定
期
預
金
を
上
廻
り
、
当
座
預
金
に
迫
る
規
模
を
擁
し
た
こ
と
自
体
、
過
渡

期
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
預
金
取
引
の
浸
透
に
と
も
な
っ
て
、
別
段
預
金
な
る
も
の
は
お
の
ず
と
分
解
し
て
ゆ
く
。
お
そ
ら
く

（
２
）
 

定
期
預
金
あ
る
い
は
当
座
預
金
に
繰
り
入
れ
ら
れ
る
べ
き
も
の
が
か
な
り
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
預
金
全
体
が
拡
大
す
る
な
か
で
、
別

段
預
金
は
、
一
八
九
二
年
と
一
八
九
九
年
の
二
度
の
屈
折
点
を
へ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
字
通
り
雑
預
金
が
占
め
る
べ
き
副
次
的
な
位

置
に
収
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

別
段
預
金
の
な
か
に
は
本
来
、
当
座
・
定
期
あ
る
い
は
貯
蓄
預
金
に
属
す
べ
き
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た
が
、
逆
に
当
座
預
金
の
な
か



108 
に
は
貯
蓄
預
金
に
近
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た
。
一
八
九
三
年
「
貯
蓄
銀
行
条
例
」
の
施
行
と
と
も
に
、
国
立
銀
行
の
多
く
は
貯
蓄
兼

営
を
選
択
せ
ず
貯
蓄
預
金
の
取
扱
を
停
止
し
た
が
、
そ
の
か
な
り
の
部
分
が
小
口
（
あ
る
い
は
特
別
）
当
座
預
金
へ
流
れ
て
い
っ
た
。

五
円
以
下
、
複
利
計
算
と
い
う
貯
蓄
預
金
の
条
件
に
抵
触
し
な
い
限
り
、
小
口
の
当
座
預
金
と
し
て
扱
わ
れ
た
。
他
方
、
当
初
は
当
座

預
金
と
小
口
当
座
預
金
と
の
間
に
形
態
上
の
差
が
な
か
っ
た
。
大
都
市
に
お
い
て
、
小
口
の
場
合
は
小
切
手
が
振
出
せ
な
い
と
い
う
よ

（
３
）
 

う
に
、
両
者
の
間
に
形
態
上
の
差
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
一
八
九
五
年
か
ら
一
九
○
三
年
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
る
。

小
口
当
座
預
金
の
残
高
が
当
座
預
金
か
ら
分
離
さ
れ
て
初
め
て
公
表
さ
れ
た
の
は
、
一
八
九
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
そ

の
残
高
は
、
貯
蓄
預
金
に
ほ
ぼ
匹
敵
し
、
本
来
の
当
座
預
金
の
ほ
ぼ
半
ば
に
達
し
た
。
一
八
九
三
年
か
ら
九
八
年
の
五
年
間
、
当
座
預

金
と
し
て
計
上
さ
れ
た
部
分
に
は
、
貯
蓄
預
金
類
似
の
、
小
口
当
座
預
金
が
混
在
し
て
い
た
か
ら
、
こ
の
時
期
の
当
座
預
金
の
伸
び
は

割
引
い
て
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
当
座
預
金
残
高
は
、
九
八
年
小
口
が
分
離
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
僅
か
に
減
少

し
た
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
そ
の
後
も
急
成
長
を
と
げ
た
点
は
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
時
期
の
別
段
預
金
の
比
重
の
低
下
、
な
ら

び
に
小
口
当
座
預
金
の
分
化
は
、
当
座
預
金
を
軸
と
す
る
預
金
市
場
の
全
般
的
拡
大
・
深
化
の
一
環
を
な
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
預
金
取
引
の
成
長
・
深
化
は
、
地
域
的
に
は
ど
の
よ
う
に
進
行
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
第
１
表
に
よ
っ

て
、
五
大
都
市
を
中
心
と
す
る
地
域
別
シ
ェ
ア
の
変
動
を
五
年
ご
と
に
追
っ
て
ゑ
た
。
預
金
取
引
に
お
け
る
初
期
の
地
域
的
な
偏
り
と

そ
の
修
正
の
過
程
が
、
こ
こ
か
ら
浮
び
上
っ
て
く
る
。

明
治
の
初
め
、
定
期
預
金
は
多
く
の
地
方
で
取
引
さ
れ
た
の
に
対
し
、
当
座
預
金
取
引
は
、
大
都
市
、
な
か
で
も
東
京
・
大
阪
の
両

都
と
い
う
狭
い
領
域
で
行
わ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
逆
に
別
段
、
小
口
当
座
預
金
は
都
市
よ
り
も
地
方
の
シ
ェ
ア
が
高
か
っ
た
。
ま
た
預

金
取
引
の
先
進
地
帯
で
あ
る
東
西
両
都
の
間
で
も
、
東
京
が
定
期
・
当
座
と
も
に
大
き
な
比
重
を
占
め
た
の
に
、
大
阪
の
預
金
取
引
は

当
座
取
引
に
大
き
く
偏
る
と
い
う
、
際
立
っ
た
違
い
が
見
ら
れ
た
。



第１表明治中期預金市場における地域シェアの変動

(％） 

小口当座預金 別段預金

惹二蕊|地力

11雛liij1
2Ml2201m313M 

定期預金 当座預金

五大都市 五大都市 五大都市

東京大阪'二｡鐸地方
Ｉ 

東京は阪裂|地方
地方一

他
都

一の一
そ
三東京 大阪

1883年’３３．４ ８．３１ユ０．２１４８．１１２５．９１４ﾕ.２１１４．１，１８．８

年
間
預
高

８．１１５１．１１３３．８１３１．４１m､４１２３．４ 

８
３
８
 

８
９
９
 

35.2 5.6 

9.3 8．７４０．１２７．２３４．５１１６．４１２１．９ 41.9 

３０．２１１３．５１エ3．６１４２．７１２６．４１２３．７１２１．４１２８５１１４．９１１６．８１７．３１５１．０’37.7120.911.0

21.727.513.9136.932.121.４１２１．１２５．４１１２．１１１６．９１４－４５６.６２６．３ｉ２２．０｜ユ2.31903 

這
醸
ｅ
寒
倍
綱
隅
蝿
七
異
辿
砦
亘
雪
『

8.6111.4143.0’４３．８１２１．Ｏ’１０．４１２４．８ 24.1110.4122.6ｉ４２．９ 1８８３ 

８８ 

９３ 

９８ 

37.0 

年
末
残
高

J1郷jl蕊■鱗|芸賑l灘Ｉ1903 

(1)各年汰

(2)全国を

(3)その他
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第２表1886年末における族籍・職業別預金残高
（千円）

｜全国

|㈱、
｜麓：

”■“|醐

趣;!ii這い!ｉ
総計’4,2621,98411,274
１筆士族６４８１３Ol2Ol

1IJ1Wliil-；i饅
総計’2,117Ⅲ３８６６１０

（１）『銀行局年報』1886年版。

（２）華・士族は双方の計，雑は腱業などその他の合計。

地方

451 

2,516 

5Ｗ 2,226 

３４３１761 

3,907111,427 
８６３’１，５６１ 

1,410 3,039 

191 613 

984 

197 

６２０ 

3,084 ６ 

こ
の
よ
う
な
初
期
の
地
域
的
な
差
異
は
何
故
生
じ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
こ
こ
に
第
２
表
を
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
そ
の
違
い
が
、
商

人
・
会
社
に
よ
る
活
動
的
な
預
金
と
華
・
士
族
に
よ
る
非
活
動
的

な
預
金
の
地
域
的
な
分
布
と
ほ
ぼ
見
合
っ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

一
八
八
六
年
当
時
、
民
間
預
金
供
給
の
過
半
を
商
人
に
負
っ
て

い
た
こ
と
、
預
金
形
態
と
し
て
は
華
・
士
族
が
や
や
定
期
預
金
に

重
き
を
お
い
て
い
た
の
に
対
し
、
商
人
な
ら
び
に
会
社
で
は
流
動

（
４
）
 

性
の
高
い
当
座
預
金
に
大
き
く
偏
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
地
域
的

に
は
、
大
阪
・
京
都
・
神
奈
川
・
兵
庫
の
四
都
市
で
は
、
商
人
と

会
社
の
預
金
が
圧
倒
的
な
比
重
を
占
め
た
の
に
対
し
、
東
京
、
な

ら
び
に
五
大
都
市
外
の
地
方
で
は
華
・
士
族
預
金
が
無
視
し
え
な

い
比
重
を
占
め
て
い
た
こ
と
、
以
上
の
事
実
を
重
ね
あ
わ
せ
る
な

ら
ば
、
初
期
預
金
市
場
を
め
ぐ
っ
て
次
の
如
き
二
つ
の
タ
イ
プ
を

析
出
し
う
る
。

ひ
と
つ
は
大
阪
型
で
、
京
都
・
兵
庫
・
神
奈
川
な
ど
の
商
業
都

市
が
こ
れ
に
連
な
り
、
そ
こ
で
は
相
対
的
に
早
く
か
ら
預
金
取
引

が
浸
透
し
、
当
座
取
引
が
優
位
を
占
め
た
。
も
う
ひ
と
つ
は
東
京

型
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
各
地
に
散
在
す
る
政
治
都
市
の
色
彩
を
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強
く
も
っ
た
旧
藩
部
が
こ
れ
に
属
す
る
。
そ
こ
で
は
大
阪
型
に
比
べ
定
期
預
金
の
比
重
が
高
く
、
当
座
預
金
と
肩
を
並
べ
る
ほ
ど
で
あ

こ
の
タ
イ
プ
分
け
は
、
当
座
預
金
Ⅱ
商
人
・
会
社
、
定
期
預
金
Ⅱ
華
・
士
族
と
い
う
シ
ェ
ー
マ
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
も
し
企
業
勃
興
の
波
が
全
国
に
及
び
、
華
・
士
族
に
対
し
商
人
・
会
社
の
位
置
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
東
京
型
か
ら
大
阪
型
へ
、

預
金
市
場
が
変
貌
し
て
ゆ
く
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
事
実
、
こ
の
予
想
に
適
合
的
な
動
き
が
、
そ
の
後
の
過
程
で
起
き
た
。

さ
き
に
掲
げ
た
第
１
表
に
よ
れ
ば
、
初
期
預
金
取
引
を
め
ぐ
る
地
域
的
な
偏
り
は
、
そ
の
後
、
以
下
２
－
つ
の
動
き
を
介
し
て
、
次

第
に
解
消
さ
れ
て
い
っ
た
。
ひ
と
つ
は
、
当
座
預
金
取
引
に
お
い
て
、
東
京
・
大
阪
の
シ
ェ
ア
が
お
ち
、
地
方
、
な
ら
び
に
京
都
・
神

奈
川
・
兵
庫
の
シ
ェ
ア
が
高
ま
っ
た
点
で
あ
る
。
こ
の
動
き
は
、
企
業
勃
興
、
商
業
的
な
預
金
取
引
が
次
第
に
浸
透
し
て
い
っ
た
こ
と

を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
東
京
型
か
ら
大
阪
型
へ
の
移
行
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

も
う
ひ
と
つ
の
動
き
は
、
定
期
預
金
に
お
い
て
大
阪
・
京
都
・
神
奈
川
・
兵
庫
の
四
都
の
比
重
が
次
第
に
上
昇
し
て
い
っ
た
点
で
あ

る
。
こ
の
動
き
は
、
さ
き
の
シ
ェ
ー
マ
か
ら
い
え
ば
、
大
阪
型
か
ら
東
京
型
へ
の
移
行
を
意
味
す
る
。
し
か
し
こ
こ
で
華
・
士
族
預
金

が
ふ
え
た
と
考
え
る
よ
り
も
、
日
清
戦
後
大
阪
で
、
そ
れ
ま
で
別
段
預
金
に
役
ぜ
ら
れ
て
い
た
資
金
が
定
期
預
金
の
形
態
を
と
る
よ
う

（
５
）
 

に
な
っ
た
と
す
る
方
が
現
実
的
で
あ
ろ
う
。
地
方
や
東
一
泉
で
は
、
》
て
の
変
換
は
一
八
九
○
年
頃
既
に
行
わ
れ
た
の
に
対
し
、
大
阪
で
は

一
八
九
八
年
と
遅
れ
た
。
大
阪
の
初
期
の
商
業
活
動
に
と
っ
て
定
期
性
の
預
金
取
引
は
そ
ぐ
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
状

況
下
で
定
期
預
金
が
飛
躍
的
に
増
大
し
た
こ
と
は
、
華
・
士
族
以
外
に
新
た
な
定
期
預
金
ル
ー
ト
が
現
わ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の

で
あ
る
。
お
そ
ら
く
商
人
・
会
社
に
よ
る
当
座
取
引
が
拡
大
す
る
な
か
で
、
比
較
的
長
期
の
資
金
が
次
第
に
分
離
し
て
き
た
の
で
は
な

Ｚ
》
。

で
あ
る
。
お
そ
ら
く
幸

い
か
と
推
量
さ
れ
る
。

こ
の
一
八
九
○
年
代
に
お
け
る
預
金
市
場
の
変
貌
の
起
動
因
に
つ
い
て
は
、
八
六
年
以
降
、
預
金
源
泉
に
関
す
る
全
国
レ
ヴ
ニ
ル
の
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（
６
）
 

す
る
以
外
に
な
い
。

統
計
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
た
個
別
銀
行
史
研
究
に
よ
っ
て
補
足

第
一
の
、
地
方
へ
の
当
座
取
引
の
浸
透
に
つ
い
て
は
、
新
潟
、
前
橋
、
四
国
地
方
の
五
つ
の
国
立
銀
行
に
お
い
て
、
一
八
九
○
年

（
６
）
 

代
、
時
期
な
ど
の
点
で
差
が
あ
る
が
、
商
人
を
軸
に
し
て
当
座
預
金
取
引
が
急
増
し
た
こ
と
を
確
認
し
う
る
。
他
方
、
第
二
の
都
市
部

に
お
け
る
定
期
預
金
源
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
限
り
、
残
念
な
が
ら
参
照
す
べ
き
材
料
を
も
た
な
い
。

以
上
、
日
本
に
お
け
る
預
金
市
場
の
勃
興
・
形
成
の
過
程
を
、
預
金
商
品
の
再
編
・
定
着
と
い
う
点
か
ら
概
観
し
た
。
当
初
、
当

座
・
定
期
両
預
金
に
匹
敵
す
る
規
模
を
誇
っ
た
別
段
預
金
が
停
滞
軌
道
を
と
り
、
次
第
に
当
座
・
定
期
の
両
預
金
形
態
に
収
散
し
て
い

っ
た
こ
と
、
貯
蓄
専
門
銀
行
の
設
立
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
普
通
銀
行
に
お
け
る
貯
蓄
預
金
取
引
の
要
請
が
小
口
当
座
預
金
と
い
う
独
自

の
形
態
を
生
ふ
た
し
た
こ
と
、
ま
た
経
済
・
商
業
活
動
の
進
展
と
と
も
に
、
当
初
あ
っ
た
預
金
取
引
を
め
ぐ
る
地
域
的
な
偏
り
が
、
次

第
に
是
正
さ
れ
等
質
化
し
て
い
っ
た
こ
と
な
ど
、
預
金
取
引
の
浸
透
・
定
着
の
一
面
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

以
上
の
如
く
西
欧
か
ら
導
入
さ
れ
た
預
金
概
念
は
、
日
本
の
実
情
に
あ
わ
せ
て
陶
汰
・
変
容
さ
れ
つ
つ
定
着
し
、
そ
の
結
果
、
当

座
・
定
期
な
ら
び
に
小
口
当
座
・
貯
蓄
・
別
段
な
ど
の
預
金
商
品
が
漸
次
整
倣
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
こ
で
当
然
、
こ
れ
ら
の
預
金
形
態

は
相
互
に
、
独
自
の
金
融
商
品
と
し
て
分
化
し
き
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
に
逢
着
す
る
。
た
し
か
に
こ
れ
ら
の
預
金
形

態
は
、
大
蔵
省
の
指
導
を
介
し
て
形
式
上
別
個
の
商
品
と
し
て
扱
わ
れ
た
。
し
か
し
、
実
態
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、

ま
ず
、
諸
預
金
商
品
の
間
で
流
動
性
に
ど
れ
ほ
ど
の
差
が
あ
っ
た
の
か
、
こ
の
点
か
ら
見
て
お
こ
う
。

預
金
の
流
動
性
は
形
式
的
に
は
要
求
払
、
三
カ
月
、
一
年
も
の
と
い
う
ふ
う
に
表
示
さ
れ
る
。
銀
行
に
と
っ
て
問
題
な
の
は
、
形
式

よ
り
も
預
金
の
平
均
滞
留
期
間
の
方
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
年
間
預
り
高
と
年
末
残
高
を
も
と
に
平
均
滞
留
期
間
を
も
と
め
て
み

た
。
年
末
と
い
う
資
金
繰
り
の
詰
っ
た
時
期
を
採
っ
た
点
で
や
や
狂
い
が
生
じ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
大
勢
を
つ
か
む
こ
と
は
で
き
る
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ま
ず
全
国
レ
ヴ
ェ
ル
か
ら
見
て
象
よ
う
。
第
２
図
は
、
全
国
銀
行
の
預
金
別
平
均
滞
留
期
間
を
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
瞥
し

て
、
諸
預
金
の
滞
留
期
間
は
当
初
か
ら
明
確
な
格
差
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

第
一
に
、
定
期
預
金
の
滞
留
期
間
は
当
初
一
五
○
日
近
辺
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
一
九
○
○
年
ご
ろ
、
急
速
に
三
一
○
日
あ
た
り
へ
短

縮
し
て
い
る
。
定
期
預
金
の
期
間
構
成
が
六
カ
月
屯
の
か
ら
一
一
一
カ
月
し
の
へ
、
幾
分
シ
フ
ト
し
た
こ
と
を
示
す
。

第
二
に
、
当
座
預
金
に
つ
い
て
、
そ
の
滞
留
期
間
は
、
ほ
ぼ
一
一
○
日
で
あ
る
。
定
期
預
金
と
比
較
し
て
、
長
期
的
に
も
短
期
的
に
も

で
あ
ろ
う
。

第２図全国銀行預金の平均滞留日数

(1)各年次『銀行局年報』より作成．
(2)年末残高÷年間預り高×365によって算出。
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第３表1893年国立・私立銀行の預金取引と滞留期間
(千円，日）

銀行

末残高|鶴
17,849４１ 

３，０７１４１ 

私立

年間預り高｜年
159,5231 

行銀

年末残高

２８，９４８ 

１１，３８９ 

5,004 

３，２５７ 

９，２９８ 

国立

|滞留
，日数|年間預り高

ｌ
「
Ｉ

８
’
４
９
３
８
 

１
’
２
１
２
 

全国1584,593当
座
預
金

27,151 

62,202 

28,720 

41,450 

京
阪
都
方

東
大
三
地

175,235 

194,183 

93,075 

122,100 

1９ 

３８ 

３３２０ 

3.023 四一「型一岬

8.435 

'1,4921 訂１－噸~i耐'－，両全国Ｉ36,637

潟’
2,7751 
9.3891 

１
１
 

定
期
預

2.862 1711 

1261 

16'’ 
1651 

8,505 

1,087 

９４１ 

５，９３７ 

176 

153 185 1,045 

238 1．８１３ 
金三都

｜地方

2,136 

13,172 
224 5,772 

『銀行局年報』1893年版。
三都とは，神奈川・兵庫・京都の三府県。
年末残高÷年間預りililx365によって算出。

１
１
１
 

１
２
３
 

１
１
１
 

安
定
し
て
い
る
。
同
水
準
に
は
振
出
手
形
が
あ
り
、
両
者
が
競

合
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
と
い
う
よ
り
も
伝
統
的
な

預
金
形
態
で
あ
る
振
出
手
形
が
も
っ
て
い
た
機
能
を
、
西
欧
流

の
当
座
預
金
が
継
承
し
た
と
言
っ
た
方
が
的
確
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
別
段
預
金
は
、
定
期
預
金
と
当
座
預
金
の
間
に
あ

っ
て
、
五
○
日
か
ら
三
○
日
の
滞
留
期
間
を
も
つ
。
ま
た
中
間

的
な
流
動
性
を
も
つ
も
の
と
し
て
日
清
戦
後
、
小
口
当
座
預
金

が
現
わ
れ
た
が
、
そ
の
滞
留
期
間
は
ほ
ぼ
七
○
日
で
、
定
期
と

別
段
の
中
間
に
位
置
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
各
預
金
の
平
均

滞
留
期
間
は
、
定
期
二
二
○
日
）
、
小
口
当
座
（
七
○
日
）
、

別
段
（
五
○
日
）
、
当
座
・
振
出
（
二
○
日
）
の
順
に
き
れ
い

第
四
に
、
私
立
銀
行
と
国
立
銀
行
の
逆
い
に
つ
い
て
。
第
２

図
で
は
、
一
八
九
三
年
に
至
っ
て
は
じ
め
て
国
立
銀
行
以
外
に

私
立
銀
行
が
統
計
対
象
に
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
変

更
に
よ
っ
て
滞
留
期
間
が
ど
の
預
金
形
態
を
と
っ
て
も
幾
分
長

く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
九
三
年
に
つ
い
て
国
立
と
私
立
銀
行

を
分
け
て
滞
留
期
間
を
比
べ
て
み
る
と
（
第
３
表
）
私
立
銀
行

に
序
列
化
す
る
に
至
っ
た
。



115日本における預金市場の形成

次
に
、
議
論
を
深
め
る
た
め
に
、
こ
の
問
題
を
地
域
レ
ヴ
ェ
ル
ま
で
降
り
て
検
討
し
て
承
よ
う
。
こ
こ
で
さ
き
と
同
様
、
東
京
・
大

阪
両
府
と
（
五
大
都
市
外
の
）
地
方
の
一
一
一
区
域
に
分
け
て
、
諸
預
金
の
滞
留
期
間
を
算
出
し
て
承
る
と
（
第
３
図
）
、
一
般
に
、
東
京
あ

る
い
は
地
方
に
比
べ
大
阪
の
方
が
短
か
い
と
い
う
特
徴
が
浮
び
上
っ
て
く
る
。

当
座
預
金
に
つ
い
て
は
、
大
阪
一
○
日
、
東
京
二
五
日
か
ら
一
五
日
、
地
方
は
一
一
一
五
日
か
ら
一
一
五
日
と
、
ほ
ぼ
一
○
日
の
差
を
も
っ

て
帯
状
に
並
ん
で
い
る
。
一
方
、
定
期
預
金
に
つ
い
て
は
、
や
や
様
相
を
異
に
す
る
。
日
清
戦
以
前
に
は
、
一
一
一
者
と
も
一
五
○
日
水
準

に
あ
っ
て
、
そ
の
差
は
あ
ま
り
限
立
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
大
阪
ひ
と
り
急
に
短
期
化
し
、
ほ
ぼ
七
○
日
水
準
に
ま
で
落
ち
た
の
に
対

し
、
東
京
と
地
方
は
同
一
の
軌
跡
を
描
き
な
が
ら
依
然
一
五
○
日
の
水
準
に
あ
り
、
双
方
の
間
に
大
き
な
乖
離
を
生
じ
た
・
大
阪
に
お

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
そ
の
後
、
一
八
九
○
年
代
後
半
に
お
け
る
普
通
銀
行
へ
の
転
換
の
過
程
、
す
な
わ
ち
国
立
銀
行
の
特

権
が
消
失
し
、
全
体
が
い
わ
ば
私
立
銀
行
化
す
る
過
程
で
、
預
金
の
滞
留
期
間
は
私
立
銀
行
の
高
い
水
準
に
上
向
き
に
調
整
さ
れ
ず

に
、
国
立
銀
行
並
糸
の
低
い
水
準
へ
収
散
し
て
い
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
孤
金
の
短
期
化
を
強
力
に
促
す
櫛
造
力
学
が
金
融
市
場
全
体

に
働
い
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

以
上
の
点
か
ら
、
諸
預
金
の
滞
留
期
間
が
相
互
に
初
発
の
段
階
か
ら
明
確
な
差
を
も
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
九
○
年
代
末
普
通
銀
行

へ
の
転
換
の
過
程
で
、
預
金
取
引
が
短
期
化
す
る
と
い
う
動
き
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
の
検
討
が
「
平
均
値
」
レ
ヴ
ェ
ル
の

議
論
で
あ
っ
て
、
平
均
か
ら
の
分
散
程
度
が
判
ら
な
い
と
い
う
限
界
を
も
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
こ
の
確
認
は
大
勢
と
し
て
揺
が
な
い

で
あ
ろ
う
。

当
で
あ
ろ
う
。

の
方
が
ど
の
形
態
を
と
っ
て
も
遙
か
に
長
い
。
こ
の
違
い
は
、
預
金
源
泉
に
差
が
あ
っ
た
と
ふ
る
よ
り
も
、
両
者
の
間
に
ひ
ろ
が
る
銀

行
券
発
行
特
権
、
あ
る
い
は
国
庫
・
日
銀
取
引
な
ど
公
的
優
遇
上
の
差
が
、
両
者
の
預
金
政
策
に
違
い
を
生
み
だ
し
た
と
見
る
方
が
妥
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第３図東京・大阪両府ならびに地方における諸預金の平均滞留日数
－， 

日
一ゲ

200 

奥

llJlijlj 
150 

100 

地方
別段

／‐へ
，（ 

灘
5０ 

i1iii墓41i塚!(へ

Yil1H=Ｗ]霧竺二二二
、

￣ 

１８８５’9０’9５１９００ 

各年次『銀行局年報』より作成。
年末残高÷年間預り高X365によって算出。
地方とは，東京・大阪・京都・兵庫・神奈川をのぞいたもの。

１
１
１
 

１
２
３
 

１
１
１
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け
る
定
期
預
金
の
滞
留
期
間
短
縮
化
の
動
き
は
、
一
八
九
○
年
ご
ろ
か
ら
序
々
に
始
ま
り
、
と
く
に
九
七
年
以
降
顕
著
と
な
っ
た
。
結

局
、
二
○
年
間
に
ほ
ぼ
半
減
し
、
小
口
当
座
と
同
水
準
に
落
ち
込
む
と
い
う
際
立
っ
た
変
化
を
承
せ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
定
期
預
金
短
期
化
の
動
き
は
、
一
八
九
八
、
九
年
以
降
大
阪
に
準
ず
る
形
で
、
京
都
や
兵
庫
あ
る
い
は
神
奈
川
で
も
認

め
ら
れ
る
。
変
動
の
大
き
さ
は
、
大
阪
Ｖ
京
都
Ｖ
兵
庫
Ｖ
神
奈
川
Ｖ
東
京
の
順
に
並
ぶ
。
神
奈
川
の
動
き
は
、
微
弱
で
あ
っ
て
、
む
し

ろ
東
京
・
地
方
の
圏
内
か
ら
離
脱
し
え
て
い
な
い
。

こ
こ
で
想
起
す
べ
き
は
、
さ
き
に
見
た
大
阪
と
京
都
・
兵
庫
・
神
奈
川
の
四
都
に
お
け
る
定
期
預
金
の
全
国
シ
ェ
ア
の
拡
大
、
東
京

と
地
方
の
シ
ェ
ア
低
下
と
い
う
現
象
で
あ
ろ
う
。
こ
の
京
阪
神
三
都
を
中
心
と
す
る
定
期
預
金
取
引
の
急
拡
大
が
、
以
上
の
如
き
預
れ

入
れ
期
間
の
急
速
な
短
期
化
を
と
も
な
っ
て
進
ん
だ
こ
と
は
、
こ
の
時
期
、
京
阪
神
を
中
心
に
、
以
前
よ
り
も
短
期
の
定
期
預
金
が
新

た
に
湧
出
し
、
急
速
に
蓄
積
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
す
。

日
清
戦
後
の
こ
の
時
期
に
何
故
、
短
期
化
を
と
も
な
っ
た
定
期
預
金
の
拡
大
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
京
浜
地
方
で
は
承

ら
れ
ず
、
京
阪
神
地
方
特
有
の
現
象
だ
っ
た
点
に
注
目
す
れ
ば
、
東
の
製
糸
業
、
西
の
紡
績
業
と
い
う
産
業
栂
造
の
違
い
が
ま
ず
連
想

（
８
）
 

さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
綿
工
業
資
本
の
確
立
に
と
も
な
う
「
経
常
貯
蓄
」
の
形
成
・
拡
大
が
、
京
阪
神
地
方
に
お
け
る
、
よ
り
短
期
の
定

期
預
金
の
湧
出
と
し
て
現
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
連
想
は
適
合
的
で
あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
こ
れ
以
上
立
ち
入
っ
た
実
証
は
で

蛍
）
な
い
。

（
３
）
大
阪
同
盟
銀
行
で
は
、
一
八
九
五
年
二
月
の
預
金
金
利
の
改
定
に
さ
い
し
、
小
切
手
を
振
出
す
も
の
は
全
て
当
座
預
金
と
す
る
旨
の
決
議

（
１
）
浅
井
良
夫
（
『
銀
行
局
年
報
』
）
「
解
題
」
（
朝
倉
孝
吉
編
覆
刻
版
『
銀
行
課
第
一
次
報
告
』
所
収
）
三
七
－
四
二
頁
、
を
承
よ
・

（
２
）
た
と
え
ば
、
福
島
第
百
七
国
立
銀
行
で
は
、
一
八
八
三
年
下
期
、
約
定
預
金
が
急
増
し
た
が
、
そ
れ
は
定
期
あ
る
い
は
利
付
当
座
預
金
が
転

じ
た
も
の
で
あ
る
。
間
宮
国
夫
「
松
方
財
政
下
の
国
立
銀
行
」
『
金
融
経
済
』
八
三
号
、
一
九
六
三
年
、
九
八
頁
に
よ
る
。
ま
た
後
注
（
５
）
も

染
よ
。
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さ
き
の
節
に
お
い
て
は
、
預
金
市
場
の
勃
興
・
形
成
の
過
程
を
、
諸
預
金
形
態
の
分
化
の
点
か
ら
概
観
し
た
。
そ
こ
で
は
諸
預
金
の

期
間
別
流
動
性
の
あ
り
よ
う
が
検
討
さ
れ
た
が
、
こ
の
章
の
課
題
は
、
そ
の
分
析
を
踏
ま
え
つ
つ
、
預
金
分
化
の
問
題
を
金
利
の
面
か

ら
照
射
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

を
し
て
い
る
（
『
銀
行
報
告
誌
』
七
一
号
）
。
京
都
で
は
一
九
○
○
年
一
月
、
神
戸
で
は
一
九
○
三
年
一
月
、
小
口
当
座
の
小
切
手
振
出
を
禁
止

し
た
（
『
京
都
銀
行
集
会
所
議
事
録
』
お
よ
び
『
銀
行
通
信
録
』
二
○
八
号
、
一
九
○
三
年
二
月
）
。

（
４
）
『
銀
行
局
年
報
』
に
お
い
て
、
預
金
に
関
す
る
族
籍
別
の
全
国
統
計
は
、
一
八
八
六
年
ま
で
公
表
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
残
念
な
が
ら
、
初
期

に
か
な
り
の
比
重
を
占
め
た
別
段
預
金
に
つ
い
て
は
、
雑
多
な
た
め
か
、
族
籍
別
統
計
は
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
貯
蓄
預
金
は
規
模
が

小
さ
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
捨
象
し
た
。

（
５
）
足
利
の
第
三
十
九
国
立
銀
行
で
は
、
一
八
九
八
年
上
期
、
定
期
預
金
が
急
増
し
、
当
座
預
金
を
凌
駕
し
た
が
、
そ
れ
は
、
別
段
預
金
の
大
半

が
定
期
預
金
へ
切
り
か
わ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
藤
井
光
男
・
治
枝
「
上
州
製
糸
業
地
域
に
お
け
る
国
立
銀
行
の
成
立
と
発
展
口
」
『
社
会
経
済

史
学
』
’
一
一
○
巻
五
号
、
一
九
六
五
年
、
第
一
九
表
を
承
ょ
。

（
６
）
国
立
銀
行
を
め
ぐ
る
部
厚
い
研
究
蓄
積
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
治
一
○
年
代
か
ら
二
、
三
○
年
代
ま
で
の
預
金
取
引
の
変
遷
を
展
望
し
う
る

研
究
は
、
以
外
と
少
な
い
。

（
７
）
新
潟
で
は
『
第
四
銀
行
百
年
史
』
Ｃ
九
七
四
年
）
一
○
七
頁
、
と
伊
藤
武
夫
「
明
治
一
○
年
代
の
第
百
十
六
国
立
銀
行
」
貝
新
潟
大
学
）

経
済
論
集
』
一
一
四
号
、
一
九
七
七
年
、
五
四
頁
、
前
橋
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
藤
井
論
文
、
四
国
に
つ
い
て
は
、
『
百
十
四
銀
行
百
年
誌
』
（
一

九
七
九
年
）
七
一
一
一
頁
、
と
高
嶋
雅
明
「
第
五
十
二
国
立
銀
行
の
経
営
事
情
」
『
和
歌
山
大
学
経
済
理
論
』
一
一
一
五
号
、
一
九
七
一
一
年
、
五
一
頁
、

（
８
）
寺
西
氏
は
、
日
本
の
経
済
発
展
資
金
の
源
泉
に
関
し
て
、
蓄
積
資
金
か
ら
経
常
貯
蓄
へ
の
移
行
と
い
う
仮
説
を
提
起
し
た
。
こ
の
仮
説
は
魅

力
的
で
あ
る
が
、
経
常
貯
蓄
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
実
証
を
欠
き
、
ア
イ
デ
ィ
ア
の
提
示
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

九
七
九
年
）

に
よ
っ
た
。

第
二
章
預
金
金
利
の
体
系
化
と
預
金
市
場
の
確
立
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逆
に
言
う
な
ら
ば
、
い
ま
当
座
預
金
の
金
利
が
定
期
預
金
金
利
と
離
れ
て
大
き
く
低
落
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
日
本
に
お

い
て
預
金
市
場
が
確
立
し
た
こ
と
、
預
金
銀
行
の
確
立
を
示
す
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
預
金
金
利
の
体
系
が
い
つ
成

立
し
た
の
か
、
こ
の
点
を
確
定
す
る
こ
と
が
、
こ
の
節
の
課
題
で
あ
る
。

い
ま
試
み
に
、
新
潟
の
『
第
四
銀
行
史
』
に
よ
っ
て
、
当
座
・
定
期
両
預
金
の
金
利
が
明
治
期
を
と
お
し
て
ど
の
よ
う
に
推
移
し
た

か
、
追
っ
て
承
よ
う
（
第
４
図
）
。
こ
の
図
表
を
一
瞥
す
る
な
ら
ば
、
当
初
三
％
ほ
ど
当
座
預
金
金
利
が
定
期
預
金
金
利
を
下
廻
っ
て
い

実
証
分
析
に
入
る
ま
え
に
、
そ
の
た
め
の
分
析
視
角
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
を
簡
単
に
明
示
し
て
お
こ
う
。
通
常
欧
米
で
は
ま
ず
当

座
預
金
が
現
わ
れ
、
定
期
預
金
の
出
現
は
だ
い
ぶ
遅
れ
る
。
と
こ
ろ
が
日
本
で
は
、
当
座
・
定
期
預
金
の
両
概
念
が
同
時
に
欧
米
か
ら

導
入
さ
れ
た
た
め
に
、
形
式
と
実
態
の
乖
離
が
生
じ
た
。
あ
ら
た
め
て
預
金
の
形
態
分
化
が
問
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
・

問
題
の
焦
点
は
、
定
期
預
金
と
当
座
預
金
の
分
化
に
あ
る
。
両
者
は
預
金
と
い
う
点
で
同
類
で
あ
る
が
、
小
切
手
を
振
出
せ
る
か
否

か
、
す
な
わ
ち
通
貨
機
能
を
も
つ
か
否
か
、
こ
の
点
で
分
か
れ
る
。
預
金
銀
行
が
成
立
す
る
以
前
に
は
、
小
切
手
の
流
通
力
Ⅱ
通
貨
機

能
も
弱
く
、
二
つ
の
預
金
の
間
に
本
質
的
な
差
が
な
い
。
預
金
者
に
と
っ
て
両
者
は
と
も
に
利
付
と
い
う
点
で
評
価
さ
れ
る
に
す
ぎ
な

い
。
小
切
手
の
流
通
力
が
ひ
ろ
ま
る
に
つ
れ
、
預
金
者
は
当
座
預
金
を
利
付
の
投
資
手
段
と
し
て
よ
り
も
、
通
貨
Ⅱ
決
済
機
能
を
も
つ

も
の
と
し
て
評
価
す
る
よ
う
に
な
る
。
銀
行
が
決
済
に
ま
つ
わ
る
コ
ス
ト
を
負
担
す
る
点
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
当
座
預
金
の
金
利
は

大
き
く
低
下
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
定
期
預
金
の
金
利
と
の
間
に
大
き
な
乖
離
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
両
者
の
金
利
差
が
ど

こ
ま
で
ひ
ろ
が
る
か
は
、
両
預
金
の
流
動
性
と
取
扱
い
コ
ス
ト
の
違
い
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
通
常
、
当
座
預
金
金
利
は
大
口
以
外
は
無

利
子
、
大
口
で
も
か
な
り
低
い
水
準
ま
で
下
が
る
。
こ
の
よ
う
な
金
利
格
差
の
出
現
を
も
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
預
金
金
利
体
系
の
成
立

（
１
）
 

と
呼
ぶ
。
通
常
い
わ
れ
る
「
期
間
別
の
流
動
性
に
見
〈
仰
っ
土
預
金
金
利
体
系
」
と
は
、
以
上
の
如
き
事
態
を
一
般
的
に
表
現
し
た
し
の

と
呼
ぶ
。
犀

で
あ
ろ
う
。
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第４図新潟第四銀行の預金金利の推移

（
年
％
）
９
８

８ 

７
６
５
４
３
２
１
 

７
６
５
４
３
２
１
 

定期預金
平均金利

当座預金
平均金利

1881’8５、9０095１９００’０５

（１）『第四銀行史』（1956年）第13,32表より作成。

'1０Ｄ1５ 

第５図山口第百十銀行（本店）預金金利の推移
年
％
）
９
８
７
６
５
４
３
２
１
 

７
６
５
４
３
２
１
 

利

当座預金
平均金利

1880 

(1) 

(2) 

’8５'9０’９５ 

『山口銀行史』（1968年）より作成。

各年上期末における本店平均金利。
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（
年
％
）
加
９
８
７
６
５
４
３
２
１

０
９
８
７
６
５
４
３
２
１
 

１
 

１８８０’8５’9０、9５1911

1）十八銀行『百年の歩糸』（1978年)，８０，１２１頁より作成。

2）各年下期本店金利。定期預金は1886年まで，当座預金は

８９年まで最高，最低金利，それ以降は平均金利。

た
の
が
、
一
度
接
近
し
た
の
ち
再
び
開
い
て
ゆ
く
と
い

う
、
長
期
的
な
逆
転
傾
向
を
よ
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
麻
島
氏
が
想
定
す
る
定
期
・
当
座

両
預
金
金
利
の
未
分
化
な
る
事
態
は
、
日
清
戦
前
後
の
一

時
的
な
現
象
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
問
題

は
、
こ
の
第
四
銀
行
に
見
ら
れ
た
「
逆
転
」
現
象
が
、
見

か
け
上
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
の
か
、
あ
る
い
は
全
国
各
地

に
一
般
的
な
も
の
か
、
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ

に
あ
る
。

現
在
、
預
金
金
利
に
関
し
て
明
治
期
全
体
を
通
観
し
う

る
資
料
を
入
手
す
る
の
は
極
め
て
む
ず
か
し
い
。
利
用
し

う
る
資
料
は
、
東
京
・
大
阪
を
中
心
と
す
る
銀
行
集
会
所

公
表
統
計
、
日
銀
が
各
地
金
融
情
勢
を
つ
か
む
た
め
に
各

地
枢
要
銀
行
か
ら
集
め
た
数
字
、
そ
し
て
各
個
別
銀
行
史

に
散
在
す
る
も
の
、
以
上
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
は
、
明

治
期
全
体
を
通
観
し
う
る
の
は
、
東
京
銀
行
集
会
所
統
計

だ
け
で
あ
る
。
大
阪
に
つ
い
て
は
一
八
九
七
年
以
前
は
判

ら
な
い
。
な
に
よ
り
も
預
金
を
め
ぐ
る
個
別
銀
行
資
料
の
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第
一
期
、
一
八
七
七
年
国
立
銀
行
条
例
改
正
か
ら
一
八
八
六
年
ま
で
。
一
」
の
時
期
の
特
徴
は
、
定
期
・
当
座
預
金
を
含
め
た
期
間
別

の
金
利
差
が
著
し
く
大
き
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。

さ
き
に
見
た
よ
う
に
第
四
銀
行
の
定
期
・
当
座
向
預
金
の
金
利
差
は
、
な
ら
し
て
四
、
五
％
に
も
及
ぶ
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
金
利

格
差
は
、
第
四
銀
行
に
特
有
な
現
象
で
は
な
く
、
長
崎
第
十
八
銀
行
（
第
６
図
）
や
山
口
第
百
十
国
立
銀
行
（
第
５
図
）
に
お
い
て
も

確
認
し
う
る
。
お
そ
ら
く
初
期
国
立
銀
行
に
一
般
的
な
現
象
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
両
預
金
そ
れ
ぞ

れ
の
平
均
値
を
示
す
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
以
上
の
立
ち
入
っ
た
検
討
を
拒
む
。

東
京
銀
行
集
会
所
が
公
表
し
た
同
盟
銀
行
金
利
デ
ー
タ
は
、
定
期
預
金
に
つ
い
て
は
、
一
年
、
六
カ
月
、
三
カ
月
し
の
の
金
利
、
当

座
預
金
は
、
最
高
と
股
低
金
利
が
記
收
さ
れ
て
い
る
（
第
７
図
）
。
こ
の
資
料
は
算
出
方
法
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
点
に
や
や
問
題
を

残
す
が
、
期
間
別
の
金
利
格
差
の
実
態
に
つ
い
て
、
も
う
一
歩
踏
糸
込
む
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

こ
こ
か
ら
、
当
時
、
定
期
預
金
一
年
も
の
と
三
カ
月
屯
の
の
金
利
差
が
ほ
ぼ
五
％
に
達
し
、
当
座
預
金
の
金
利
は
一
一
一
カ
月
定
期
預
金

と
ほ
ぼ
重
さ
な
る
こ
と
、
ま
た
定
期
禰
金
の
長
期
し
の
に
比
し
て
、
三
カ
月
も
の
、
あ
る
い
は
当
座
預
金
の
金
利
の
方
が
変
動
が
少
な

く
硬
直
的
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
二
点
を
ひ
き
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
お
そ
ら
く
、
さ
き
に
見
た
第
四
、
第
十
八
な
ど
諸
行
の
場
合
も
、

そ
の
「
平
均
」
の
背
後
に
廻
れ
ぱ
、
同
様
の
事
態
が
横
た
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
問
題
は
、
こ
こ
で
流
動
性
に
応
じ
た
期
間
別
の
預
金
金
利
体
系
が
成
り
立
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
点
に
あ
る
。
定
期
預

金
に
関
し
て
は
ほ
ぼ
成
立
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
当
座
預
金
と
三
カ
月
も
の
定
期
預
金
の
間
に
金
利
差
が
認
め
ら
れ
な

開
を
浮
彫
り
す
る
。

第
一
期
、
一
八
」

発
掘
と
整
理
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
現
在
入
手
し
う
る
一
一
次
資
料
を
も
と
に
、
全
般
的
な
鳥
勵
図
を
与
え
る

に
止
ま
る
。
以
下
、
明
治
期
を
ほ
ぼ
三
つ
の
時
期
（
明
治
一
○
年
代
、
二
○
年
代
、
一
一
一
○
年
代
）
に
分
け
て
、
預
金
金
利
体
系
化
の
展



第７図東京銀行集会所同盟銀行の月次預金金利の推移（1877-1894）
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１８７７．７８，７９，８０・81.82,83,84,85,86,87,88’８９’90,91’９２，９３，９４

(1)預金金利は東京同盟銀行各月「累年金利表」『銀行通信録』より作成，日銀当所割引金利は『日本銀行沿革史』第
１集，第２巻所収の「一般金利ノ概況並其調節」より。

(2)定期預金は１年，６ケ月。３ケ月もの，当座預金は最高・最低金利。
(3)ただし，1893年７月の定期預金３ケ月と６ヶ月ものは誤植と思われるので，入れかえた，また1877,8年の当座預
金は最高，最低金利同じ，1887年については，当座預金は平均の象，定期預金は６ケ月､のの糸。
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第
７
図
に
承
る
よ
う
に
、
一
八
八
四
年
（
明
治
一
七
年
）
か
ら
八
七
年
に
か
け
て
、
東
京
同
盟
銀
行
の
期
間
別
預
金
金
利
格
差
は
急

速
に
縮
小
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
、
当
座
預
金
金
利
が
ま
だ
低
位
硬
直
的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
一
年
な
ら
び
に
六
カ
月
も
の
定
期
預

金
の
金
利
が
大
き
く
低
下
し
た
こ
と
に
よ
る
。

こ
う
し
た
変
化
の
背
後
に
は
、
日
銀
が
こ
の
時
期
に
通
貨
・
信
用
の
両
面
で
確
固
た
る
地
位
を
築
い
た
と
い
う
事
情
が
働
い
て
い
た

い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
三
カ
月
以
下
の
短
期
の
預
金
に
つ
い
て
は
、
当
座
・
定
期
両
預
金
が
未
だ
競
合
し
あ
い
、
分
化
し
き
れ
て
い
な

い
状
態
に
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
本
来
の
意
味
の
預
金
形
態
別
の
金
利
体
系
は
成
立
し
て
い
な
い
。

そ
れ
で
は
、
三
カ
月
を
さ
か
い
に
長
。
短
の
預
金
金
利
の
間
に
何
故
こ
の
よ
う
な
大
き
な
格
差
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
に

考
慮
す
ぺ
き
ば
、
日
本
の
銀
行
業
務
が
欧
米
に
な
ら
っ
た
と
い
う
事
情
で
あ
る
。
当
時
金
融
技
術
の
導
入
に
指
導
的
な
力
を
揮
っ
た
第

（
２
）
 

一
国
立
銀
行
や
日
銀
に
は
、
当
座
預
金
は
無
利
子
と
す
る
と
い
う
西
欧
流
の
観
念
が
影
を
落
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
、
た
と
鯵
え
利
子

が
つ
け
ら
れ
て
も
、
そ
の
金
利
は
長
期
の
定
期
預
金
に
比
べ
か
な
り
低
く
、
か
つ
非
弾
力
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
は
、
国
立

銀
行
の
資
金
源
が
預
金
で
な
く
、
自
己
資
本
あ
る
い
は
発
券
に
依
存
す
る
場
合
に
の
み
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

第
二
に
、
こ
の
よ
う
な
「
観
念
」
的
な
条
件
の
背
後
に
、
次
の
如
き
資
金
需
給
の
条
件
が
働
い
て
い
た
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な

い
。
維
新
変
革
に
よ
っ
て
崩
壊
し
た
信
用
は
未
だ
回
復
せ
ず
、
資
産
家
は
長
期
投
資
を
さ
け
、
短
期
投
資
へ
重
点
を
お
い
た
。
こ
れ
が

預
金
供
給
に
偏
り
を
も
た
ら
し
た
結
果
、
六
カ
月
、
さ
ら
に
は
一
年
も
の
定
期
預
金
の
金
利
を
著
し
く
高
い
も
の
に
し
、
同
時
に
三
カ

月
以
下
の
預
金
金
利
を
低
く
、
か
つ
非
弾
力
的
な
ま
ま
に
止
め
た
の
で
あ
る
。

も
し
、
こ
の
説
明
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
い
ま
銀
行
に
よ
る
預
金
吸
収
が
活
発
化
し
、
同
時
に
資
金
需
給
を
め
ぐ
る
構
造
的
不
均
衡

が
解
消
さ
れ
る
な
ら
ば
、
預
金
金
利
の
大
き
な
期
間
別
格
差
は
、
次
第
に
縮
小
し
て
ゆ
く
と
思
わ
れ
る
。
事
態
は
ま
さ
に
筋
書
き
ど
お

り
に
進
む
。
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第
二
に
、
日
銀
信
用
の
拡
大
が
市
中
金
利
を
押
し
下
げ
た
）
」
と
。
第
７
図
に
よ
れ
ば
、
創
立
当
初
の
日
銀
割
引
金
利
は
定
期
預
金
の

一
年
も
の
と
六
カ
月
屯
の
の
近
辺
に
あ
り
、
八
五
、
六
年
に
は
両
金
利
は
ほ
ぼ
重
さ
な
り
あ
い
な
が
ら
低
落
し
て
い
る
。
両
者
の
間
に

直
接
的
な
連
動
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
日
銀
信
用
供
与
の
拡
大
に
と
も
な
っ
て
金
融
が
円
滑
化
し
、
そ
の
結
果
定
期
預
金
金
利
を

下
方
に
お
し
下
げ
る
と
い
う
間
接
的
な
効
果
は
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
動
き
の
な
か
で
、
三
カ
月
以
下
の
短
期
の
預
金
市
場
は
ど
の
よ
う
な
変
化
を
み
せ
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、

●
●
 

●
■
 

定
期
預
金
と
当
座
預
金
の
分
化
と
い
う
点
に
着
目
し
て
、
縦
軸
に
定
期
預
金
の
股
低
金
利
、
横
軸
に
当
座
預
金
最
高
金
利
を
と
り
、
各

都
道
府
県
で
一
八
八
一
一
一
年
か
ら
八
六
年
に
か
け
て
ど
う
動
い
た
か
、
プ
ロ
ッ
ト
し
て
ゑ
た
（
第
８
図
）
。
点
が
四
五
度
線
よ
り
左
に
あ

れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
当
座
預
金
と
定
期
預
金
が
金
利
面
で
分
化
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

当
初
広
く
分
散
し
て
い
た
各
地
の
預
金
金
利
が
、
僅
か
一
一
一
年
の
間
に
、
二
つ
の
闇
に
集
約
し
て
い
く
様
子
が
こ
の
図
か
ら
ゑ
て
と
れ

る
。
矢
印
は
東
京
と
大
阪
を
中
心
と
す
る
一
一
つ
の
塊
を
形
づ
く
る
。
定
期
預
金
最
低
金
利
（
縦
軸
）
に
つ
い
て
は
同
水
準
（
三
％
’

五
・
五
％
）
に
あ
り
な
が
ら
、
当
座
最
高
金
利
（
横
軸
）
に
お
い
て
、
低
域
圏
（
二
’
四
％
）
と
高
城
圏
（
六
’
七
・
五
％
）
の
二
極

（
３
）
 

へ
分
化
し
て
い
る
。
高
域
圏
に
属
す
る
の
は
、
東
京
以
外
に
一
○
県
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
大
半
は
北
日
本
に
位
置
す
る
。
残
る
大
半
が
低

域
圏
に
移
行
し
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
大
阪
を
は
じ
め
西
日
本
の
諸
県
で
あ
る
。
東
西
二
極
化
の
動
き
が
こ
の
段
階
で
既
に
始
ま
っ
て

い
た
と
言
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
兵
庫
・
神
奈
川
な
ら
び
に
関
東
諸
県
な
ど
、
無
視
し
え
な
い
例
外
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
｝
」
の

あ
ろ
う
。

と
思
わ
れ
る
。
第
一
に
、
一
八
八
六
年
正
貨
免
換
の
日
銀
券
が
発
行
さ
れ
、
維
新
以
来
の
通
貨
不
安
に
終
止
符
を
う
っ
た
こ
と
。
こ
の

た
め
に
、
そ
れ
ま
で
短
期
資
金
に
し
か
投
じ
な
か
っ
た
資
産
家
が
六
カ
月
以
上
の
定
期
預
金
に
も
資
金
を
振
り
む
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。
定
期
預
金
の
金
利
が
か
く
も
大
幅
に
低
下
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
預
金
量
が
増
大
し
た
こ
と
は
、
こ
の
点
を
裏
付
け
る
も
の
で
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第８図 荷県別預金金利の推移（1883→1886）

％
田
昭
Ⅱ
ｍ
９
８
７
６
５
４
３
２
１

定
期
煩
命
殿
低
金
利

０１２３４５６７８９１０１１１２１３１４１５％ 
当座jYi金品iiii金利

(1)『銀行局年報』1877,86年版より。

(2)全国府県について，1883年から86年への金利(年率)変化を矢印で表わした。

(3)。印は1886年東京，大阪の金利。４５.線の左側が大阪，右側にあるのが東京。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、

大
阪
を
典
型
に
多
く
の
府
県

が
、
図
中
の
四
五
度
線
の
右

側
か
ら
左
側
へ
移
行
し
た
点

で
あ
る
。
不
充
分
と
は
い

え
、
当
座
預
金
の
最
高
金
利

が
定
期
の
最
低
金
利
を
下
廻

る
動
き
を
象
せ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
座
預

金
と
定
期
預
金
が
金
利
面
で

分
化
を
始
め
た
こ
と
、
そ
の

一
時
的
な
胎
動
と
し
て
評
価

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
一
八
八
六
年
に
か

け
て
の
信
用
機
構
の
安
定
化

動
き
も
未
だ
端
緒
的
な
も
の

で
あ
っ
た
と
見
ざ
る
を
え
な

い
◎ 
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を
境
に
、
預
金
市
場
は
新
た
な
局
面
に
入
る
。
一
九
○
一
年
金
融
恐
慌
を
終
幕
と
す
る
第
二
局
面
の
特
徴
は
、
定
期
預
金
金
利
の
低

落
、
当
座
預
金
金
利
の
弾
力
化
と
そ
の
上
昇
が
あ
い
ま
っ
て
、
期
間
別
の
大
き
な
金
利
格
差
が
縮
小
し
消
失
し
た
点
に
あ
る
。

ま
ず
東
京
同
盟
銀
行
（
前
掲
一
二
一
一
一
頁
、
第
７
図
）
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
四
、
五
％
に
及
ん
だ
定
期
預
金
一
年
も
の
と
一
一
一
ヵ
月
屯
の

の
金
利
差
は
一
％
近
く
に
縮
小
し
て
い
る
。
一
八
八
七
年
に
か
け
て
一
年
も
の
定
期
預
金
の
金
利
は
ほ
ぼ
六
％
近
辺
に
ま
で
降
下
し
、

こ
れ
以
降
預
金
金
利
は
常
に
日
銀
再
割
引
金
利
を
下
廻
る
よ
う
に
な
る
。
以
前
に
お
い
て
は
、
日
銀
借
入
に
依
存
す
る
か
定
期
預
金
を

吸
収
す
る
か
、
資
金
コ
ス
ト
の
う
え
で
大
き
な
差
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
日
清
戦
期
以
降
、
定
期
預
金
一
年
も
の
の
金
利
が
日
銀
再
割

引
金
利
を
恒
常
的
に
一
％
以
上
、
下
廻
る
よ
う
に
な
る
。
銀
行
と
し
て
は
コ
ス
ト
上
、
日
銀
に
依
存
す
る
よ
り
も
預
金
を
取
り
入
れ
た

方
が
有
利
と
な
る
。
日
清
戦
争
後
、
資
金
調
達
の
面
で
預
金
銀
行
化
の
条
件
が
整
い
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

他
方
、
当
座
預
金
に
つ
い
て
承
る
な
ら
ば
、
股
初
の
局
面
（
明
治
一
○
年
代
）
に
比
べ
て
、
金
利
が
弾
力
的
に
設
定
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
点
が
ま
ず
眼
を
惹
く
。
第
一
の
局
面
で
は
当
座
預
金
の
金
利
は
一
一
一
年
か
ら
五
年
と
極
め
て
長
い
間
固
定
さ
れ
て
い
た
の
が
、
一

八
八
八
年
か
ら
九
三
年
に
か
け
て
序
盈
に
短
期
化
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
座
預
金
金
利
を
設
定
す
る
に
さ
い
し
、
西
欧
の
教
科

書
に
盲
従
す
る
と
い
う
観
念
的
な
姿
勢
か
ら
、
市
中
の
資
金
需
給
に
応
ず
る
と
い
う
現
実
的
な
姿
勢
へ
と
、
転
換
し
た
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。
逆
か
ら
い
え
ば
、
民
間
の
預
金
者
が
金
利
に
関
し
て
次
第
に
敏
感
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
う
し
た
金
利
の
弾
力
化
は
、
一
八
九
三
年
（
明
治
二
六
年
）
以
降
の
金
利
上
昇
過
程
で
と
く
に
強
ま
り
、
そ
の
帰
結
が
九
七
、
八

年
（
明
治
三
○
・
三
一
年
）
の
預
金
金
利
、
と
く
に
当
座
預
金
金
利
の
急
騰
に
他
な
ら
な
い
。
九
七
年
に
は
当
座
預
金
の
金
利
は
、
そ

れ
ま
で
の
ピ
ー
ク
（
明
治
一
○
年
代
前
半
）
の
五
％
を
超
え
、
翌
九
八
年
に
は
未
踏
の
六
％
に
達
し
た
。
定
期
預
金
よ
り
も
当
座
預
金

の
金
利
上
昇
テ
ン
ポ
が
速
か
っ
た
た
め
に
、
両
者
の
差
は
僅
か
に
一
％
に
縮
ま
り
、
そ
の
境
界
が
不
分
明
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
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以
下
に
掲
げ
る
第
９
図
は
、
日
銀
が
作
成
し
た
各
地
の
枢
要
銀
行
の
月
別
金
利
表
か
ら
、
幾
つ
か
選
ん
で
図
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
図
か
ら
、
東
京
の
銀
行
ば
か
り
で
な
く
、
地
方
の
銀
行
に
お
い
て
も
「
当
座
預
金
金
利
は
無
利
息
あ
る
い
は
最
小
限
に
抑
え

る
」
と
い
う
初
期
の
腕
を
は
な
れ
、
次
第
に
弾
力
化
し
て
い
っ
た
様
が
う
か
が
え
る
。
日
清
戦
争
以
降
に
お
け
る
預
金
金
利
の
急
上

昇
、
定
期
・
当
座
両
預
金
金
利
の
接
近
な
ど
、
東
京
で
観
察
さ
れ
た
事
象
は
、
各
地
を
貫
ぬ
く
全
国
的
な
現
象
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
各
地
に
お
け
る
当
座
預
金
金
利
の
弾
力
化
と
急
上
昇
は
当
然
の
こ
と
、
定
期
預
金
と
当
座
預
金
の
分
化
に
水
を
さ
す
こ

と
に
な
っ
た
。
い
ま
、
第
８
図
に
な
ら
っ
て
、
一
八
九
一
年
（
明
治
二
四
年
）
か
ら
九
八
年
に
か
け
て
、
各
地
の
枢
要
銀
行
の
定
期
の

最
低
金
利
と
当
座
最
高
金
利
が
ど
う
変
化
し
た
か
、
図
化
し
て
ゑ
た
（
第
、
図
）
。
図
中
四
五
度
線
の
左
へ
ゆ
く
ほ
ど
定
期
・
当
座
両

第９図地方大銀行の預金金利推移
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形輔八十一国立銀行

８
７
６
５
４
３
２
１
０
 

７
６
５
４
３
２
１
０
 
８
７
６
５
４
３
２
１
０
 

懲ゴ
■8 澱

ilii 
リ
ー￣

Ｉ
ｒ
Ｌ
 

｜’｜｜ 
館林第四十国立銀行
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０
 

定期mliWi･最低

当座股簡･最低

ＩＩ｜｜ 
福岡第＋七国立銀行

lHiiI 
1891092,93,94095,96’９７０９８，９９ 

１）『日本銀行統計月報』より作成。
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第10図府県別預金金利の推移（１８９１．７→１８９８．７）

％
８
７
６
５
４
３
２
１
０
 

東日本 西Ｈ本定
期
碩
金
殻
低
金
利
（
年
率

◎ 

／ 

ﾗﾉ夢ヲ

45.線 45.線

1２３４５６７％-１２３４５６７８９％ 

」1kkf[i金jil高金利（年率）

『銀行局年報」1891,98年版。

各府県1891年７月から98年７月への金利の変化を矢印で示した。
東西の区分は，滋賀以西を西日本とした。
東日本の。印は1898年７月の東京の金利，西日本の゜印は大阪の金利を示す。

１
１
１
１
 

１
２
３
４
 

１
１
１
Ｉ
 

預
金
が
分
化
し
た
こ
と
を
示
す
が
、
大
勢
と
し
て
、
両
金
利

と
も
四
五
度
線
に
収
散
し
な
が
ら
急
騰
し
て
い
る
こ
と
、

上
昇
テ
ン
ポ
は
定
期
預
金
よ
り
も
当
座
預
金
の
方
が
大
き

い
こ
と
な
ど
が
、
こ
の
図
表
か
ら
う
か
が
え
る
。
地
域
的

に
は
、
東
日
本
で
は
、
八
一
年
↓
八
六
年
↓
九
一
年
↓
九

八
年
と
経
る
に
と
も
な
い
四
五
度
線
へ
収
數
す
る
傾
向
が

強
い
の
に
対
し
、
西
日
本
で
は
や
や
分
散
的
で
あ
る
。
ま

た
八
六
年
の
段
階
で
東
西
間
に
認
め
ら
れ
た
当
座
預
金
金

利
の
大
き
な
差
は
、
そ
の
後
九
一
年
に
か
け
て
東
日
本
一

帯
で
低
下
し
た
た
め
に
、
か
な
り
稀
薄
化
し
、
九
八
年
の

段
階
に
至
っ
て
は
、
ほ
と
ん
ど
際
立
っ
た
差
が
認
め
ら
れ

な
い
。
一
八
九
○
年
代
後
半
垣
間
見
ら
れ
た
定
期
預
金
と

当
座
預
金
の
金
利
上
の
分
化
の
流
れ
は
、
そ
の
後
、
金
利

の
弾
力
化
と
と
も
に
足
踏
み
、
あ
る
い
は
後
退
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

日
清
戦
期
以
降
の
、
こ
の
よ
う
な
当
座
預
金
金
利
の
上

昇
は
、
民
間
の
銀
行
が
高
い
コ
ス
ト
を
払
っ
て
も
預
金
を

取
り
入
れ
た
い
と
い
う
強
い
資
金
需
要
の
存
在
を
反
映
す



第11図東京銀行集会所同盟銀行の月次預金金利の推移（1895-1911）
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１）預金金利は，東京同盟銀行各月「累年金利表」『銀行通信録』より作成，日銀金利は『日本銀行沿革史』第１集，
第２巻所収の「一般金利ノ概況並其調節」より。
2）定期預金は，1年，６ケ月，３ケ月の三本，ただし1910年の承最高，最低金利・当座預金は綬高，最低金利。
3）その算出方法は不明。おそらく当座預金については，ユ902年12月，1910年１月，11年１月に掲麟方法の変更があっ
たと思われる。

4）1903年，９月～11月の３ケ月については，銀行図書館に所蔵されている『東京銀行集会所諸勘定報告書』より算出
し直したものを掲げた。
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る
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
金
利
競
争
が
定
期
預
金
に
と
ど
ま
ら
ず
「
本
来
」
無
利
子
と
さ
れ
た
当
座
預
金
に
も
及
ん
だ
と
こ
ろ
に
、

そ
の
激
し
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
金
利
引
上
げ
競
争
は
、
そ
の
後
に
正
負
相
反
す
る
影
響
を
残
し
た
。
ひ
と
つ
は
、
当
座
預
金
を

ふ
く
め
た
預
金
金
利
の
急
騰
に
よ
っ
て
、
銀
行
の
経
営
内
容
は
一
挙
に
悪
化
し
、
金
融
危
機
が
醸
成
さ
れ
た
。
他
方
、
預
金
金
利
の
高

騰
に
と
も
な
っ
て
、
そ
れ
ま
で
眠
っ
て
い
た
潜
在
的
預
金
が
掘
り
起
さ
れ
、
預
金
取
引
が
急
速
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。
こ
の
一
一
つ
の
条

件
は
、
日
清
戦
後
経
営
の
下
で
同
時
に
進
行
し
、
一
九
○
一
年
金
融
恐
慌
と
そ
の
後
の
預
金
銀
行
化
を
推
進
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
○
一
年
金
融
恐
慌
を
屈
折
点
と
し
て
第
一
一
一
の
局
面
が
始
ま
る
。
こ
の
と
き
、
日
清
戦
後
ひ
と
と
き
近
接
し
た
当
座
預
金
と
定
期

預
金
の
間
の
金
利
差
が
再
び
開
き
、
流
動
性
に
応
じ
た
金
利
体
系
が
本
格
的
に
形
づ
く
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

ま
ず
東
京
銀
行
集
会
所
同
盟
銀
行
か
ら
見
て
ゑ
よ
う
（
第
ｕ
図
）
。
そ
の
公
表
統
計
に
よ
れ
ば
、
一
九
○
一
年
金
融
恐
慌
後
の
金
融

緩
慢
の
過
程
で
、
当
座
預
金
の
最
高
金
利
と
最
低
金
利
は
大
き
く
開
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
動
き
は
余
り
に
不
自
然
で
あ
る
。
お
そ
ら

く
最
高
・
股
低
値
の
算
出
方
法
に
変
更
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
原
資
料
に
戻
っ
て
、
一
九
○
三
年
九
月
か
ら
一
一
月
の
三
カ

月
に
つ
い
て
、
一
九
○
二
年
一
二
月
以
前
と
連
続
す
る
方
法
で
各
同
盟
銀
行
の
最
高
（
最
低
）
金
利
の
平
均
を
算
出
し
、
図
中
に
掲
げ

て
み
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
東
京
の
当
座
預
金
金
利
は
金
融
恐
慌
後
、
最
高
・
最
低
値
と
も
大
き
く
低
下
し
て
い
る
。
一
九
○
一
年
の
六

（
４
）
 

％
の
高
水
準
か
ら
、
一
九
○
三
年
に
は
三
％
台
へ
と
低
下
し
、
そ
の
後
も
ほ
ぼ
そ
の
水
準
を
推
移
し
た
と
思
わ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
と
き
定
期
預
金
の
金
利
も
低
下
し
た
が
、
そ
の
水
準
は
六
％
台
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
定
期
預
金
と
当
座

預
金
の
間
に
、
恒
常
的
に
一
一
％
の
金
利
差
が
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
構
造
と
し
て
、
定
期
と
当
座
の
両
預
金
が
金
利
の

う
え
で
明
確
に
分
化
し
た
こ
と
を
物
語
る
。

こ
の
点
で
興
味
深
い
の
は
、
定
期
預
金
三
ヵ
月
、
六
ヵ
月
、
一
年
も
の
の
一
一
一
者
の
金
利
が
ま
す
ま
す
接
近
し
、
ほ
ぼ
○
・
五
％
の
幅

に
収
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
あ
る
。
銀
行
あ
る
い
は
預
金
者
に
と
っ
て
、
大
き
く
言
え
ば
定
期
預
金
の
一
一
一
カ
月
か
ら
一
年
と
い
う
期
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(1)預金金利は，月次「累年大阪市中金利表」（おそらく大阪銀行集会所報告であろう）『銀行通信録」より，
日銀当所割引金利は『日本銀行沿革史』第１集，第２巻所収の「一般金利ノ概況並其調節」より。

(2)定期・当座預金とも最高・最低金利，年率に換算。
(3)算出方法は不明。
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第13図大阪・東京ならびに西部

組合銀行平均金利

間
の
長
短
は
、
さ
し
た
る
利
害
関
心
事
で
は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
問
題
は
、
定
期
か
当
座
か
、
預
金
形
態
の
違
い
に
絞
ら
れ
て
い

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
定
期
と
当
座
の
両
預
金
が
範
畷
と
し
て
分
化
し
た
こ
と
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
金
利
体
系
化
の
動
き
を
最
も
鮮
明
に
示
し
た
の
は
、
大
阪
で
あ
っ
た
。
一
八
九
七
年
に
な
っ
て
初
め
て
大
阪
銀
行
集
会
所

同
盟
銀
行
の
金
利
統
計
が
一
般
に
公
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
（
第
、
図
）
、
こ
の
図
か
ら
、
金
融
恐
慌
後
の
金
利
体
系
化
の
最
大

の
動
因
が
当
座
預
金
金
利
の
低
落
に
あ
っ
た
こ
と
が
、
う
か
が
え
る
。
そ
れ
ま
で
定
期
預
金
の
最
低
金
利
を
上
廻
る
水
準
に
あ
っ
た
当

座
預
金
最
高
金
利
が
急
速
に
下
落
を
始
め
、
一
九
○
三
年
以
降
ほ
ぼ
年
二
％
の
水
準
に
落
ち
つ
い
た
。
一
方
、
定
期
預
金
の
金
利
は
、

最
高
と
最
低
金
利
差
を
縮
め
な
が
ら
、
緩
や
か
に
下
落
し
、
ほ
ぼ
五
％
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
変
動
の
結
果
、
預
金
金
利
が
公
定
歩
合

を
常
に
下
廻
り
、
逆
転
す
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
、
と
同
時
に
、
当
座
預
金
と
定
期
預
金
の
間
に
常
に
年
一
一
一
％
に
も
及
ぶ
金
利
差
が
形

成
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

TllL 西部『Ｗ)|ご(『

ターーヴ
〃

､β 

鐘 東京
Fo-

-illi部

1講脂 大阪

､ 

殖し殖し jkji（ 
－－－－－－ 

３
２
１
０
 

西部

大阪

１９０２’0３００４ 

１）『明治37年大阪商業会議所年

報』687～９頁より。



134 

第14図府県別預金金利の推移（1898 ･７→1904.7） 

（
％
）
８
７
６
５
４
３
２
ｌ
 

定
期
領
余
最
低
金
利
三
年
串
）

８
７
６
５
４
３
２
１
 

三Ｚ

、
宏iｒ

、上田１９

薑臺三

●
ｃ
や

● 

災岡6９

45.線

0１２３４５６７８９（％） 

，liIilK預金jllmiij令利（年率）

1）1898年７月は『銀行局年報』，1904年７月は，「預金利子二関スル件」

『松尾資料２』より。

2）。印は東京・大阪の大銀行。●印は1904年分の象。

当
座
預
金
金
利
の
低
落
は
、
東
京
よ
り
も
大
阪
の
方

が
著
し
か
っ
た
。
大
阪
で
は
二
％
あ
る
い
は
一
％
水
準

ま
で
低
下
し
た
の
に
、
東
京
で
は
三
％
台
に
し
か
低
下

し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
定
期
預
金
と
当
座
預
金
の

間
の
金
利
差
は
、
大
阪
で
ほ
ぼ
三
％
ひ
ら
い
た
の
に
、

東
京
で
は
二
％
差
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
大
阪
に
比
べ
、
定
期
預
金
と
当
座
預
金
の
分
化
が

東
京
に
お
い
て
不
徹
底
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。

そ
れ
で
は
、
東
西
二
部
の
い
ず
れ
が
特
異
で
あ
っ
た

の
か
。
第
咀
図
は
、
東
京
、
大
阪
、
西
部
（
九
州
）
の
三

同
盟
銀
行
の
平
均
金
利
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
金

融
恐
慌
後
の
金
利
低
落
に
よ
っ
て
、
西
部
同
盟
銀
行
の

預
金
金
利
は
、
一
九
○
四
年
の
段
階
に
は
、
定
期
も
当

座
の
い
ず
れ
も
大
阪
と
ほ
ぼ
同
水
準
に
ま
で
低
下
し
た

の
に
対
し
て
、
東
京
で
の
低
下
ぶ
り
は
鈍
く
、
高
止
ま

り
気
味
で
あ
っ
た
と
い
う
興
味
深
い
対
照
が
浮
び
上
っ

て
く
る
。
遠
隔
の
九
州
に
お
い
て
も
大
阪
並
み
の
金
利

体
系
化
、
預
金
の
分
化
が
進
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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こ
こ
で
、
各
地
に
お
け
る
預
金
の
分
化
が
ど
の
程
度
進
ん
だ
か
、
把
握
す
る
た
め
に
、
例
に
よ
っ
て
第
辿
図
を
作
成
し
た
。
原
資
料

が
日
露
戦
の
影
響
を
調
査
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
た
め
か
、
西
に
大
き
く
偏
っ
て
い
て
、
関
東
・
東
北
の
事
例
を
欠
い
て
い
る
の
が

残
念
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
一
八
九
八
年
か
ら
一
九
○
四
年
に
か
け
て
、
ほ
と
ん
ど
の
事
例
に
お
い
て
、
当
座
預
金
の
最
高
金
利

が
大
き
く
低
下
し
、
定
期
預
金
の
最
低
金
利
を
下
廻
る
に
至
っ
た
（
図
上
、
四
五
度
線
の
左
方
へ
移
行
す
る
）
こ
と
を
確
認
し
う
る
。

移
行
の
ヴ
ェ
ク
ト
ル
は
四
五
度
線
の
左
方
、
定
期
最
低
五
％
、
当
座
最
高
二
％
水
準
へ
む
か
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
東
京
・
大
阪
・
京

都
な
ら
び
に
神
戸
所
在
の
大
銀
行
が
並
び
、
預
金
分
化
の
先
陣
グ
ル
ー
プ
を
形
づ
く
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
高
松
百
十
四
、
長
崎
十
八
、

山
口
百
十
、
姫
路
三
十
八
、
鹿
児
島
百
四
十
七
な
ど
、
比
較
的
資
金
需
要
の
弱
い
地
方
の
大
銀
行
が
つ
づ
く
。
こ
れ
に
対
し
て
、
長
浜

二
十
一
、
静
岡
、
岡
山
二
十
二
、
富
山
十
一
一
、
佐
賀
百
六
、
上
田
十
九
、
新
潟
第
四
な
ど
の
諸
行
で
は
預
金
分
化
の
度
合
が
低
い
。
概

し
て
生
糸
・
織
物
・
茶
な
ど
在
来
産
業
向
け
の
資
金
需
要
が
強
い
と
こ
ろ
で
は
、
当
座
預
金
の
金
利
を
低
位
に
引
下
げ
ら
れ
ず
、
預
金

分
化
も
進
ま
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
さ
き
の
当
座
預
金
金
利
の
低
落
を
め
ぐ
る
大
阪
と
東
京
の
差
も
、
在
来
輸
出
産
業

の
配
置
を
め
ぐ
る
東
・
西
日
本
の
違
い
を
凝
集
的
に
示
し
て
い
る
と
推
量
さ
れ
る
。

以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
一
九
○
一
年
金
融
恐
慌
か
ら
日
露
戦
に
か
け
て
、
公
定
歩
合
Ｖ
定
期
預
金
ｖ
当
座
預
金
の
不
等
号
が
示
す

金
利
格
差
が
、
各
地
に
多
少
の
偏
差
を
残
し
な
が
ら
も
全
国
的
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
う
る
。
こ
の
格
差
は
一
時
的
な
金
融
緩

慢
に
と
も
な
っ
て
出
現
し
た
の
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
そ
の
後
も
崩
れ
る
こ
と
な
く
構
造
的
に
定
着
す
る
に
至
っ
た
。
』
」
の

預
金
金
利
の
体
系
化
は
、
日
本
に
お
い
て
当
座
預
金
と
定
期
預
金
が
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
初
め
て
分
化
し
え
た
こ
と
を
示
す
。
西
欧
流

の
預
金
取
引
が
導
入
さ
れ
て
ほ
ぼ
四
半
世
紀
の
の
ら
早
く
も
、
日
本
に
お
い
て
預
金
市
場
が
確
立
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

（
１
）
た
と
え
ば
麻
島
昭
一
氏
は
、
そ
れ
を
「
預
金
種
目
間
」
の
「
流
動
性
拘
束
度
に
対
応
し
た
金
利
格
差
」
と
表
現
し
て
い
る
（
「
明
治
期
地
方

銀
行
の
定
期
預
金
の
性
格
Ｉ
滋
賀
県
八
幡
銀
行
の
事
例
」
『
金
融
経
済
』
一
七
五
号
、
一
九
七
九
年
、
八
九
頁
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
規
定
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こ
れ
ま
で
、
預
金
金
利
体
系
の
形
成
に
視
座
を
お
い
て
、
日
本
に
お
け
る
預
金
市
場
の
形
成
・
確
立
過
程
を
、
い
わ
ば
外
側
か
ら
眺

め
て
き
た
。
こ
こ
で
新
た
な
問
題
が
想
起
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
銀
行
は
個
を
自
由
に
金
利
を
決
定
し
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
相
互
の
間

に
何
ら
か
の
規
制
が
働
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
預
金
金
利
の
決
定
に
さ
い
し
て
、
個
々
の
銀
行
が
相
互
に
ど
の
よ
う
な
行
動
様
式

は
表
層
的
に
す
ぎ
る
。
そ
も
そ
も
流
動
性
に
応
じ
た
格
差
が
何
故
形
成
さ
れ
る
の
か
不
明
確
で
あ
る
。
小
切
手
流
通
の
拡
充
↓
当
座
預
金
の
増

大
↓
預
金
金
利
の
体
系
化
↓
預
金
銀
行
化
か
ら
な
る
一
連
の
展
開
の
な
か
で
規
定
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

（
２
）
た
と
え
ば
第
一
国
立
銀
行
は
、
一
八
七
一
年
開
業
に
さ
い
し
、
当
座
預
金
を
無
利
子
と
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
二
年
後
の
七
三
年
に
は
、
三

万
円
以
上
、
さ
ら
に
翌
年
に
は
一
万
円
以
上
の
大
ロ
預
金
に
は
、
利
子
が
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
９
第
一
銀
行
史
』
上
巻
、
一
九
五
七

年
、
一
七
三
頁
）
。
ま
た
第
一
国
立
銀
行
は
、
一
八
八
三
年
、
安
田
銀
行
と
と
も
に
日
銀
に
対
し
て
利
付
当
座
預
金
の
開
設
を
求
め
た
が
、
日

銀
は
損
益
上
ノ
事
」
と
な
ら
ん
で
、
そ
も
そ
も
「
当
座
預
り
金
ノ
性
質
ダ
ル
蓋
尋
常
利
足
ヲ
付
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
無
之
」
と
い
う
理
由
を
挙
げ
て

拒
否
し
て
い
る
。
日
銀
が
利
付
当
座
預
金
を
認
め
た
の
は
そ
れ
か
ら
三
年
後
の
一
八
八
六
年
三
月
の
こ
と
で
あ
る
。

（
３
）
新
潟
・
青
森
・
長
野
・
岩
手
・
宮
城
・
福
島
・
山
形
・
兵
庫
・
鳥
取
・
佐
賀
の
一
○
県
で
あ
る
。

（
４
）
第
ｕ
図
が
依
拠
し
た
東
京
同
盟
銀
行
「
累
年
金
利
表
」
は
、
当
座
預
金
を
め
ぐ
っ
て
何
度
か
統
計
算
出
方
法
に
変
更
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
一
九
○
二
年
一
二
月
と
、
一
九
一
○
年
の
一
月
１
－
二
月
の
二
度
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
一
九
○
二
年
一
一
月
ま
で
は
加
盟
銀
行
そ
れ
ぞ
れ

の
股
高
（
股
低
）
金
利
の
平
均
値
で
あ
っ
た
の
が
、
そ
れ
以
降
は
加
盟
銀
行
の
な
か
で
職
も
高
い
金
利
と
低
い
金
利
を
採
っ
た
こ
と
、
た
だ
そ
の

後
、
一
九
一
○
年
の
一
年
間
だ
け
、
一
九
○
二
年
二
月
以
前
の
平
均
値
方
式
に
回
帰
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
一
九
○
二
年
一

一
月
以
前
と
原
資
料
に
よ
っ
て
算
出
し
た
一
九
○
三
年
秋
、
そ
れ
に
一
九
一
○
年
を
む
す
ぶ
な
ら
ば
、
当
座
金
利
の
低
落
状
況
が
つ
か
め
る
。

（
５
）
本
文
で
は
ふ
れ
な
か
っ
た
が
、
金
融
恐
慌
を
は
さ
む
前
後
の
時
期
、
一
八
九
八
年
か
ら
一
九
○
三
年
に
か
け
て
大
都
市
の
銀
行
集
会
所
に
お

い
て
、
百
円
以
下
の
当
座
預
金
金
利
を
無
利
子
と
す
る
措
圃
が
断
行
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
金
融
恐
慌
後
小
口
当
座
預
金
に
つ
い
て
も
同
様
の

措
置
が
と
ら
れ
た
こ
と
も
、
預
金
金
利
の
体
系
化
を
推
し
進
め
る
う
え
で
、
大
き
な
意
味
を
も
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

第
三
章
金
利
協
定
ｌ
預
金
市
場
に
お
け
る
金
利
設
定
行
動
の
変
容
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こ
れ
ま
で
の
日
本
金
融
史
の
研
究
で
は
、
こ
の
よ
う
な
金
利
決
定
を
め
ぐ
る
市
場
行
動
に
つ
い
て
は
、
充
分
に
明
ら
か
に
し
て
こ
な

か
っ
た
。
た
と
え
ば
寺
西
電
郎
氏
は
、
戦
前
日
本
の
銀
行
業
に
関
し
産
業
組
織
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
ゑ
た
さ
い
に
、
市
場
成
果
の
分

析
に
終
始
し
、
市
場
行
動
分
析
を
全
面
的
に
欠
落
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
答
は
、
寺
西
氏
が
一
九
三
○
年
代
前
半
ま
で
は
「
基

（
１
）
 

本
的
に
自
由
金
利
政
策
」
と
規
定
し
た
点
に
発
す
る
。
「
自
由
金
利
」
を
、
戦
後
の
金
利
規
制
の
対
概
念
と
し
て
規
定
す
る
や
、
市
場

行
動
分
析
は
視
野
の
後
方
に
退
か
ざ
る
を
え
な
い
。

（
Ｏ
】
）

一
方
、
多
く
の
人
灸
が
「
銀
行
独
占
」
と
の
係
り
で
金
利
協
定
に
ふ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
基
礎
を
な
す
具
体
的
な
市
場
行

（
３
）
 

動
分
析
は
、
ほ
と
ん
ど
手
つ
か
ず
の
ま
ま
で
あ
る
。
と
く
に
明
治
期
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
人
々
が
自
由
金
利
と
一
言
い
放
っ
て
、
そ
れ

以
上
立
ち
入
っ
て
、
そ
の
市
場
行
動
を
検
討
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
に
は
資
料
上
の
制
約
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
乏
し
い
資
料
を
重
ね
あ
わ
せ
な
が
ら
、
明
治
期
の
金
利
設
定
行
動
の
輪
廓
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。

明
治
期
の
金
利
設
定
行
動
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
金
利
協
定
の
存
在
を
避
け
て
通
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

（
４
）
 

通
常
、
預
金
金
利
協
定
は
一
九
○
一
年
金
融
恐
慌
に
端
を
発
す
る
も
の
と
考
摩
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
暗
黙
の
う
ち
に
、
そ
れ
が
、

大
銀
行
へ
の
預
金
集
中
に
対
す
る
横
杼
と
し
て
働
い
た
如
く
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
期
待
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
何

故
組
織
さ
れ
た
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
影
響
を
残
し
た
の
か
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
市
場
は
ど
こ
ま
で
そ
の
淵
源
を
遡
り
う
る
の
か
、
そ

の
実
態
は
依
然
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
明
治
期
に
金
利
協
定
が
ど
の
程
度
行
わ
れ
て
い
た
の
か
、
全
体
的
な
概
観
を
う
る
こ
と

か
ら
始
め
た
い
。
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
、
’
九
○
一
年
金
融
恐
慌
の
以
前
と
以
後
の
二
つ
の
時
期
に
分
け
て
検
討
す
る
。

を
と
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ｃ

１
一
八
九
○
年
代
の
金
利
協
定
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年代の金利協定事情

京都 神 戸 その他

3月兵神両港の銀行預
金金利申合せ

５月定期３ケ月３％，
６ケ月４％，１２ケ月
４．５％ 

６月定期６ケ月3.5％，
１２ケ月４％，当座５
→３％ 

７月堺同盟親睦会成立と
ともに預金金利協定

８月神戸同盟銀行成立’１０月堺，小口・貯蓄６％

４月かねてより協定
12月当座12厘，定期１７

厘，貯金銀行18厘へ

３月当座12厘，定期７
→6.5％，小口17一
１５厘以下

８月１７行，当座10厘，
定期，６％・小口１４
厘

１月１７行，当座12厘，
定期6.5％,小口16厘

４月北浜支店協定違反
で交換所排斥

`月挺蕊繍繩|`月和歌山引上げ
厘）解除

::鑿ｌｉ:謀厘以|竈鰄:…下へ

１１月四日市銀行，三重県
同盟を預金金利につい
て除名される

３月当座12厘以下の申
合せにもかかわらず
１４～18厘

４月厘辮轤譜調３
制裁規定あり

〃明石，当座15厘，定期
７％，特別当座18厘

半季報告』，『神戸商業会議所雑誌』，『名古屋商業会議所報告』，『京都商業会議所記
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第４表一八九○

古屋｜東京

'886雫|銅繕舞｣｢蕊蝿低
｣－－主 阪名

３月同盟して当庫金
利一定す

２月当座8厘据睡’２月当座'0厘以下，'8”’賞…一30厘，懲戒鎮定あり

烟興’』周騰蟇繍澳輸|泪礒箪引下…－－」－－－－｜則規定あｑ－－－ｌ－－－Ｅ空一一

轤鑪JWil灘卜輌議瀞職…’
'8932月座徹懸滞２月貯鱗溢５挺

小反対し不成立， ４．６ 

五行の象。 ’６月当座５厘（当初
４月三井・百十九は ８厘案）定期12ケ
当座８→５厘，定 月4.5％
期５→４％

矯轤露．－－－－L－－

８月2鎧座8厘賛越

蠅:灘瞥議｜
銅座辮三辮臓薑Ｉ｜聰〃譽座…

＝’－－｜曰＿

騨蔑口調鱗
１に蝋雲

1894 

1895 

Ⅲ鱒．」
18991 

麺Ⅱ
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第
三
に
、

し
て
い
た
。

第
４
表
は
、
雑
誌
記
事
を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
適
宜
集
め
て
き
た
一
八
九
○
年
代
の
金
利
協
定
に
関
す
る
情
報
を
摘
記
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
表
は
、
そ
の
な
り
た
ち
か
ら
し
て
、
誤
報
と
く
に
脱
漏
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
不
充
分
と
は
い
え
、
そ
こ
に
は
初
期
金
利

協
定
の
足
跡
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
表
を
中
心
に
し
て
、
一
八
九
○
年
代
金
利
協
定
の
相
貌
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

第
一
に
、
第
４
表
に
よ
っ
て
、
一
九
○
一
年
金
融
恐
慌
以
前
、
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
、
大
都
市
を
中
心
に
、
金
利
協
定
が
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
を
確
認
し
う
る
。
そ
の
嚇
矢
は
、
一
八
八
六
年
三
月
、
金
融
緩
慢
の
も
と
、
大
阪
な
ら
び
に
兵
庫
・
神
戸
で
当
座
預
金
金

（
５
）
 

利
引
下
げ
の
「
申
〈
、
せ
」
が
な
さ
れ
た
と
き
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
と
き
東
京
銀
行
集
会
所
に
お
い
て
も
、
当
座
緬
金
金
利

（
６
）
 

を
「
一
様
二
低
減
」
す
る
よ
う
議
論
が
な
さ
れ
〈
』
が
、
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

第
二
に
、
金
利
協
定
の
ほ
と
ん
ど
が
、
預
金
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
貸
出
に
つ
い
て
は
、
名
古
屋
に
お
け
る
当
座
債
越
金
利
、

（
７
）
 

（
８
）
 

東
京
あ
て
送
金
手
数
料
の
ほ
か
、
一
二
弁
、
第
百
、
第
百
十
九
の
一
一
一
行
に
よ
る
対
米
穀
貸
付
金
利
協
定
が
限
に
つ
く
に
す
ぎ
な
い
。

預
金
の
な
か
で
は
、
当
座
預
金
金
利
に
関
す
る
も
の
が
先
行
し
て
い
る
。
定
期
預
金
金
利
に
つ
い
て
は
、
一
八
九
二
年
二
月
、
京

（
９
）
 

浜
銀
行
同
盟
に
よ
る
協
定
が
初
め
て
申
合
せ
の
対
象
と
し
て
以
来
、
当
座
・
定
期
の
二
本
建
て
の
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
た
。
そ
の
後
小

口
当
座
や
貯
蓄
預
金
し
漸
次
組
象
込
ま
れ
、
多
様
化
し
て
い
っ
た
が
、
依
然
主
軸
は
当
座
預
金
に
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
初
期
の
都
市
預
金
市
場
に
お
い
て
当
座
預
金
が
大
き
な
比
重
を
占
め
た
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、
さ
き
に
第
二
章
で
析
出
し

た
事
実
、
一
八
八
六
年
ご
ろ
か
ら
当
座
預
金
の
金
利
が
、
初
期
の
教
科
書
的
な
騨
絆
を
脱
し
、
次
第
に
弾
力
化
し
上
昇
し
て
い
っ
た
と

い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、
一
八
九
○
年
代
の
金
利
協
定
の
対
象
が
主
に
当
座
預
金
に
お
か
れ
て
い
た
と
い
う
の
も
自
然
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
初
期
金
利
協
定
は
地
域
的
に
は
五
大
都
市
、
な
か
で
も
と
く
に
西
の
大
阪
・
京
都
・
神
戸
・
名
古
屋
の
四
都
に
大
き
く
偏

東
京
で
は
一
八
八
六
年
四
月
の
試
象
が
挫
折
に
終
っ
た
あ
と
、
九
二
年
二
月
、
東
京
銀
行
集
会
所
加
盟
銀
行
と
横
浜
正
金
・
第
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二
・
第
七
十
四
の
三
行
が
定
期
預
金
金
利
に
関
し
申
合
せ
に
成
功
し
た
。
し
か
し
、
翌
年
の
二
月
、
引
き
つ
づ
き
当
座
預
金
に
つ
い
て

も
協
定
を
結
ぼ
う
と
し
た
が
、
実
行
に
至
ら
な
か
っ
た
。
三
井
・
百
十
九
両
行
が
「
首
唱
」
し
た
の
に
対
し
て
第
一
。
第
二
十
・
第
百

の
三
行
が
応
じ
た
だ
け
で
、
残
る
中
小
銀
行
が
反
対
に
廻
っ
た
と
い
う
。
そ
の
結
果
、
五
行
の
み
が
日
歩
八
厘
を
公
表
す
る
に
と
ど
主

（
皿
）

っ
た
。
以
来
、
一
九
○
二
年
に
至
る
ま
で
、
京
浜
で
は
、
一
一
一
弁
と
第
一
、
あ
る
い
は
三
井
と
第
百
十
九
と
い
う
よ
う
に
個
別
の
申
合
せ

が
行
わ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
。

四
の
四
大
都
市
に
お
い
て
は
、
こ
の
表
か
ら
の
脱
漏
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
一
八
九
○
年
以
降
一
○
年
の
あ
い
だ
、
控
え
目
に
見
て

も
協
定
の
実
行
状
況
は
、
一
九
○
一
年
金
融
恐
慌
以
降
の
時
期
と
比
べ
て
遜
色
が
な
い
。
ま
た
、
こ
の
四
都
を
軸
に
、
金
利
協
定
は
、

次
第
に
近
郊
に
及
び
、
一
九
○
○
年
ま
で
に
、
堺
・
和
歌
山
・
広
島
・
’
一
一
重
県
。
岸
和
田
泉
南
・
明
石
な
ど
で
実
行
さ
れ
、
近
畿
・
中

京
の
四
都
を
む
す
ぶ
地
域
一
円
を
お
お
う
に
至
っ
た
。
こ
こ
で
も
東
西
間
の
偏
り
は
明
瞭
で
あ
る
。

第
四
に
、
こ
う
し
た
初
期
金
利
協
定
の
組
織
主
体
は
、
各
地
の
銀
行
集
会
所
組
合
（
Ⅱ
同
盟
）
で
あ
っ
た
。
日
銀
。
大
蔵
省
な
ど
金

融
当
局
の
働
き
か
け
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
認
め
ら
れ
な
い
。
大
銀
行
が
指
導
的
・
積
極
的
役
割
を
は
た
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
八
九
二
、
三
年
東
京
の
事
例
で
は
、
さ
き
に
見
た
よ
う
に
一
一
一
井
・
第
百
十
九
（
一
一
一
菱
）
両
行
が
主
唱
し
、
こ
れ
に
第
百
、
第
二
十

な
ど
の
大
銀
行
が
積
極
的
に
応
じ
た
と
い
う
。
ま
た
一
九
○
一
年
京
都
に
お
い
て
協
定
が
解
除
さ
れ
る
に
至
っ
た
が
、
そ
の
と
き
の
提

（
ｕ
）
 

案
者
は
、
京
都
商
工
、
近
江
銀
行
で
あ
り
、
反
対
論
を
ぶ
っ
た
の
は
三
井
銀
行
と
平
安
銀
行
で
あ
っ
た
。
し
か
し
反
対
の
ケ
ー
ス
あ
あ

（
皿
）

っ
←
』
。
大
阪
で
は
、
一
八
九
九
年
、
協
定
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
、
中
小
の
一
五
行
が
独
自
に
協
定
を
組
織
し
、
彼

（
Ⅲ
）
 

等
の
要
求
に
よ
っ
て
一
九
○
一
年
、
再
び
「
組
〈
ロ
」
銀
行
レ
ヴ
ニ
ル
で
協
定
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
以
上
の
例
証
か

ら
し
て
も
、
一
一
一
井
な
ど
巨
大
銀
行
が
協
定
の
積
極
的
な
組
織
者
で
あ
っ
た
と
は
言
い
が
た
い
。
協
定
の
成
立
事
情
に
様
々
な
違
い
が
生

じ
た
の
は
、
各
地
の
市
場
構
造
、
競
争
条
件
に
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
違
い
を
超
え
て
各
地
で
協
定
が
組
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こ
れ
ま
で
一
般
に
、
一
九
一
八
年
以
前
の
金
利
協
定
は
、
罰
則
Ⅱ
制
裁
規
定
を
も
た
な
い
と
さ
れ
、
そ
れ
故
に
、
そ
の
効
力
を
疑
問

視
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
想
定
に
反
し
、
日
本
で
は
非
常
に
早
い
段
階
か
ら
罰
則
規
定
が
問
題
と
な
り
、
現
実
に
罰
則
規

定
が
発
効
さ
れ
た
場
合
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

罰
則
の
申
合
せ
は
、
早
く
も
一
八
九
○
年
二
月
の
大
阪
同
盟
銀
行
集
会
所
の
協
定
、
ま
た
翌
年
四
月
の
愛
知
同
盟
銀
行
会
の
協
定
に

（
肥
）

（
灯
）

お
い
て
も
行
わ
れ
た
。
そ
れ
以
外
に
も
京
都
銀
行
同
盟
会
、
岸
和
田
泉
南
銀
行
同
盟
会
も
罰
則
規
定
を
も
っ
て
い
た
。
罰
則
は
、
罰
金

織
さ
れ
た
の
は
、
銀
行
組
合
組
織
と
い
う
公
的
な
統
合
力
が
働
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

第
五
に
、
当
時
の
雑
誌
記
事
で
は
、
厳
格
に
何
厘
「
以
下
」
と
明
記
し
な
い
場
合
が
多
い
が
、
そ
の
内
容
は
金
利
の
最
高
限
度
を
規

定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
金
利
の
変
動
方
向
の
点
か
ら
い
え
ば
、
金
利
の
引
上
げ
を
規
定
し
た
の
は
、
一
八
九
○
、
九
四
年
と
一

九
○
○
年
に
す
ぎ
ず
、
多
く
の
場
合
が
金
利
の
引
下
げ
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
初
期
の
金
利
協
定
に
お
い
て

は
、
金
利
上
昇
局
面
に
お
い
て
さ
ら
な
る
上
昇
を
抑
え
る
と
い
う
面
よ
り
も
、
金
利
下
降
局
面
に
お
い
て
一
致
し
て
金
利
を
引
き
下
げ

る
と
い
う
面
の
方
が
強
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
八
八
六
年
以
降
、
金
利
水
準
が
柵
造
的
に
低
落
す
る
局
面
に
お
い
て
、
銀
行

側
は
当
座
預
金
の
金
利
を
弾
力
化
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
預
金
金
利
を
引
下
げ
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
顧
客
と
の
力
関
係
に
よ
る
。
各

行
が
個
別
に
預
金
者
と
交
渉
す
る
よ
り
も
、
協
定
を
組
織
し
、
一
致
し
て
事
に
当
っ
た
方
が
、
遥
か
仁
成
算
は
高
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

初
期
の
金
利
協
定
に
お
い
て
、
金
利
引
下
げ
の
ケ
ー
ス
が
多
い
と
い
う
覗
実
、
未
だ
預
金
争
奪
戦
が
本
格
化
し
て
い
な
い
と
い
う
背
景

を
考
え
あ
わ
せ
る
な
ら
ば
、
以
上
の
説
明
が
股
も
現
実
的
で
あ
ろ
う
。

第
六
に
、
日
清
戦
後
、
預
金
争
奪
戦
が
激
化
す
る
に
と
も
な
い
、
規
制
を
強
め
る
と
こ
ろ
と
、
協
定
が
空
洞
化
し
て
ゆ
く
と
こ
ろ
と

分
化
し
て
ゆ
く
。
大
阪
・
名
古
屋
・
神
戸
で
は
空
洞
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
京
都
で
は
逆
に
罰
則
規
定
を
パ
ッ
ク
に
規
制
を
強
め

て
い
っ
た
。
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さ
ら
に
は
、
手
形
交
換
所
あ
る
い
は
同
盟
会
か
ら
の
除
名
と
い
う
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
も
そ
も
欧
米
の
金
利
協
定
に
は
罰
則
な
る
規
定
は
存
在
し
な
い
。
制
裁
規
定
が
な
い
か
ら
協
定
の
効
力
を
疑
問
視
す
る
と
い
う
、

こ
れ
ま
で
の
通
念
は
、
金
利
協
定
を
カ
ル
テ
ル
と
の
み
見
る
先
入
見
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本
に
お
い
て
、
こ
れ

ほ
ど
早
期
に
「
罰
則
」
な
る
過
剰
な
規
定
が
も
ち
こ
ま
れ
た
の
は
何
故
か
。
銀
行
集
会
所
組
合
が
組
織
さ
れ
る
さ
い
に
、
旧
幕
下
の
株

仲
間
伝
来
の
仲
間
意
識
が
色
濃
く
影
を
落
し
た
と
い
う
事
情
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
罰
則
規
定
は
、
単
な
る
飾
り
物
で
は
な
く
、
日
清
戦
後
、
預
金
争
奪
戦
が
激
化
す
る
に
と
も
な
い
、
現
実
に
京
都
と
四
日

（
肥
）

市
で
行
使
さ
れ
た
。
と
く
に
京
都
の
ケ
ー
ス
は
、
そ
の
組
織
性
の
占
佃
で
群
を
抜
く
。
以
下
簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

京
都
銀
行
集
会
所
は
、
一
八
九
八
年
五
月
、
罰
則
規
定
発
動
の
た
め
の
具
体
的
手
続
を
さ
だ
め
、
高
い
預
金
金
利
を
付
し
て
い
る
違

反
銀
行
に
対
し
て
、
そ
れ
が
組
合
加
盟
行
で
あ
れ
ば
「
相
当
ノ
制
裁
」
を
加
え
、
非
加
盟
行
で
あ
れ
ば
「
道
義
上
ノ
忠
告
」
を
与
え
る

べ
く
、
取
締
り
に
乗
り
出
し
た
。
そ
の
結
果
、
加
盟
銀
行
で
は
西
陣
銀
行
か
ら
規
約
を
遵
守
す
る
旨
の
確
約
を
ひ
き
だ
し
、
非
加
盟
の

（
旧
）

四
十
九
貯
金
銀
行
に
対
し
て
は
、
金
利
の
引
下
げ
、
特
別
金
利
（
勉
強
率
）
の
「
全
廃
」
を
強
要
し
た
。
こ
の
と
き
に
は
除
名
規
定
は

発
動
さ
れ
ず
に
終
っ
た
が
、
そ
れ
か
ら
二
年
後
の
一
九
○
○
年
四
月
六
日
の
総
会
で
、
北
浜
銀
行
京
都
支
店
に
対
し
て
同
盟
銀
行
は
今

後
「
裏
書
小
切
手
其
他
の
手
形
類
」
を
「
一
切
交
換
せ
ざ
る
こ
と
」
、
ま
た
同
支
店
の
小
切
手
を
「
預
金
の
際
拒
絶
す
る
こ
と
」
の
二

点
を
決
議
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
か
え
っ
て
「
得
意
先
に
不
便
」
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
た
め
取
消
さ
れ
、
「
北
浜
銀
行
の
裏
書
せ

（
加
）

る
手
形
類
を
交
換
所
へ
持
出
さ
ざ
る
」
よ
う
改
め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
制
裁
規
定
が
実
際
に
発
動
さ
れ
た
稀
有
の
一
例
で
あ
る
。
当
時
の

京
都
同
盟
銀
行
が
、
預
金
争
奪
を
め
ぐ
る
金
利
戦
の
抑
制
に
如
何
に
厳
し
か
っ
た
か
、
示
し
て
余
り
あ
る
。

第
七
、
預
金
金
利
の
改
定
に
さ
い
し
、
各
銀
行
は
一
九
○
○
年
ご
ろ
か
ら
各
々
の
標
準
的
な
金
利
を
『
銀
行
通
信
録
』
な
ど
の
誌
面

（
即
）

に
公
表
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
陰
Ｚ
そ
の
後
に
つ
い
て
は
、
個
交
の
銀
行
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
預
金
金
利
を
改
定
し
た
か
、
ほ
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こ
の
よ
う
な
金
利
設
定
様
式
の
違
い
は
、
両
都
の
市
場
構
造
、
競
争
条
件
に
由
来
す
る
。
東
京
・
横
浜
に
比
べ
、
近
畿
・
中
京
の
四
都

で
は
地
元
本
店
銀
行
の
シ
ェ
ア
が
相
対
的
に
低
い
。
こ
れ
ら
の
都
市
で
は
、
三
井
・
第
一
を
筆
頭
と
す
る
大
銀
行
が
早
く
か
ら
支
店
活

動
を
積
極
的
に
推
し
進
め
、
そ
の
シ
ェ
ア
も
高
か
っ
た
。
大
阪
系
の
大
銀
行
は
、
本
拠
地
に
お
い
て
す
ら
一
一
一
弁
や
第
一
と
の
競
争
に
さ

ら
さ
れ
、
東
京
で
の
支
店
活
動
も
立
ち
遅
れ
た
。
そ
の
た
め
に
東
京
で
は
、
巨
大
銀
行
を
頂
点
と
す
る
秩
序
だ
っ
た
金
利
設
定
行
動
が

可
能
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
ま
た
、
九
○
年
代
京
浜
地
方
に
金
利
協
定
を
疎
遠
に
す
る
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

て
い
た
の
で
あ
る
。

ぼ
追
跡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
５
表
は
、
一
九
○
○
年
一
一
一
月
の
公
定
歩
合
の
引
下
げ
に
と
も
な
っ
て
、
東
京
、
大
阪
両
組
合
加
盟
銀

行
が
公
に
し
た
改
定
預
金
金
利
の
一
覧
表
で
あ
る
。

こ
の
表
か
ら
、
金
融
恐
慌
直
前
の
段
階
に
お
い
て
三
井
・
一
一
一
菱
な
ど
東
京
系
の
大
銀
行
が
最
低
の
金
利
を
つ
け
、
預
金
規
模
の
小
さ

い
中
小
の
銀
行
が
そ
れ
よ
り
高
い
金
利
を
つ
け
る
と
い
う
価
格
決
定
様
式
が
浮
び
上
っ
て
く
る
。
た
い
て
い
は
大
銀
行
を
含
む
八
、
九

割
の
銀
行
が
一
斉
に
改
定
す
る
と
い
う
形
を
と
っ
た
が
、
幾
つ
か
の
例
で
は
、
三
井
や
住
友
な
ど
の
大
銀
行
が
ま
ず
金
利
を
決
定
し
、

（
理
）

そ
れ
に
中
小
銀
行
が
追
随
す
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
点
で
注
目
す
べ
き
は
、
東
西
両
都
に
お
け
る
違
い
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
東
京
で
は
、
預
金
規
模
と
預
金
金
利
が
比
較
的
強
い

逆
相
関
の
関
係
に
立
つ
。
一
方
、
大
阪
で
は
、
中
小
銀
行
の
間
で
は
協
定
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
比
較
的
ま
と
ま
り
が
よ

か
っ
た
の
に
対
し
、
鴻
池
・
山
口
・
住
友
・
浪
速
・
百
三
十
・
北
浜
・
加
島
・
近
江
・
一
一
一
十
四
な
ど
の
地
元
大
銀
行
の
間
に
は
ま
と
ま

り
が
な
く
、
中
小
よ
り
も
高
い
金
利
を
つ
け
て
い
る
の
さ
え
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
阪
の
大
銀
行
は
高
金
利
に
よ
る
預
金
争
奪
戦
の
渦

に
巻
き
込
ま
れ
た
の
に
対
し
、
東
京
で
は
預
金
金
利
の
設
定
に
さ
い
し
、
巨
大
銀
行
を
頂
点
と
す
る
安
定
し
た
秩
序
が
な
お
維
持
さ
れ
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（
１
）
寺
西
重
郎
『
日
本
の
経
済
発
展
と
金
融
』
（
一
九
八
二
年
）
二
二
二
頁
。

（
２
）
高
村
直
助
『
日
本
資
本
主
義
史
論
』
Ｃ
九
八
○
年
）
、
お
よ
び
石
井
寛
治
「
地
方
銀
行
と
日
本
銀
行
」
『
地
方
金
融
史
研
究
』
第
八
号
、

（
３
）
金
利
協
定
の
研
究
と
し
て
は
、
松
村
秀
夫
「
銀
行
預
金
及
び
貸
出
金
利
協
定
（
東
京
）
の
沿
革
」
『
金
融
』
五
七
号
、
一
九
五
一
年
一
二
月
、

同
「
戦
前
に
お
け
る
銀
行
間
預
金
金
利
の
格
差
に
つ
い
て
」
同
上
誌
、
二
五
号
、
一
九
五
六
年
一
○
月
、
な
ら
び
に
、
岡
田
和
喜
「
金
融
市

場
の
端
緒
的
形
成
」
（
東
畑
・
高
橋
監
修
『
日
本
の
銀
行
制
度
確
立
史
』
第
二
編
第
二
章
、
一
九
六
六
年
所
収
）
、
同
「
地
域
的
預
金
利
率
協
定
の

成
立
過
程
」
（
地
方
金
融
史
研
究
会
編
『
地
方
金
融
史
論
』
一
九
七
四
年
所
収
）
、
同
「
静
岡
市
銀
行
同
盟
会
と
『
預
金
協
定
筐
『
金
融
経
済
』

二
○
五
号
、
一
九
八
四
年
四
月
、
お
よ
び
拙
柵
「
第
一
次
大
戦
期
金
利
協
定
と
都
市
金
融
市
場
（
上
・
下
ご
同
上
誌
、
一
八
八
号
、
一
九
八

一
年
六
月
、
な
ど
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

（
４
）
こ
う
し
た
通
念
は
、
松
村
秀
夫
氏
の
先
駆
的
研
究
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
こ
れ
に
対
し
岡
田
和
喜
氏
は
、
そ
れ
以
前
に
も
名
古
屋
で
協

定
が
行
わ
れ
て
い
た
と
指
摘
し
た
が
、
そ
れ
以
上
立
ち
入
っ
た
分
析
を
加
え
て
い
な
い
。

（
５
）
一
八
八
六
年
三
月
二
六
日
、
「
臨
時
会
録
事
」
『
銀
行
通
信
録
』
五
号
、
な
ら
び
に
「
第
四
回
兵
庫
県
勧
業
年
報
」
一
七
五
頁
（
高
嶋
雅
明
「
明

治
前
期
に
お
け
る
出
石
第
五
十
五
国
立
銀
行
の
分
析
」
『
大
阪
大
学
経
済
学
』
一
六
巻
四
号
、
一
九
六
七
年
五
月
、
九
○
頁
に
よ
る
）
。

（
６
）
東
京
銀
行
集
会
所
「
第
一
二
回
半
季
考
課
状
」
一
八
八
六
年
三
月
二
五
日
臨
時
総
会
「
決
議
」
（
『
日
本
金
融
史
資
料
明
治
大
正
編
』
第
一

二
巻
、
一
六
五
頁
所
収
）
。

（
７
）
一
八
九
○
年
二
月
、
愛
知
同
盟
銀
行
会
（
八
八
年
一
二
月
、
名
古
屋
と
熱
田
の
銀
行
一
○
行
に
よ
っ
て
結
成
）
は
、
当
座
伐
越
日
歩
を
二
銭

八
厘
か
ら
三
銭
へ
引
上
げ
る
よ
う
協
定
し
、
一
一
一
月
一
日
よ
り
実
施
し
た
。
翌
九
一
年
四
月
に
は
預
金
金
利
及
び
送
金
手
数
料
改
正
に
つ
い
て
協

定
を
む
す
ん
だ
。
そ
の
内
容
は
、
当
座
預
金
最
高
日
歩
股
高
一
銭
、
貯
蓄
預
金
股
高
年
五
％
、
送
金
手
数
料
東
京
・
横
浜
股
下
参
銭
、
同
西

京
・
大
阪
最
下
四
銭
、
五
月
一
日
実
施
。
そ
の
さ
い
、
「
各
行
ノ
協
議
ヲ
経
ズ
シ
一
二
行
二
於
テ
専
断
ノ
高
低
致
間
敷
事
」
、
送
金
手
数
料
に
つ

い
て
顧
客
か
ら
問
わ
れ
て
も
「
団
結
シ
タ
ル
等
ノ
コ
ト
〈
可
成
答
・
ヘ
カ
ラ
ズ
」
、
違
反
し
た
と
き
は
「
罰
金
拾
円
」
と
す
る
旨
の
規
約
を
と
り

か
わ
し
て
い
る
。
送
金
手
数
料
協
定
は
、
九
二
年
二
月
破
棄
さ
れ
た
。

（
８
）
第
百
、
第
百
十
九
、
三
井
の
一
一
一
行
の
間
で
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
対
米
穀
貸
付
金
利
同
盟
を
、
一
八
九
三
年
五
月
、
競
争
者
参
入
の
た
め

解
く
（
「
明
治
二
六
年
日
本
銀
行
統
計
年
報
」
『
日
本
金
融
史
資
料
明
治
大
正
編
』
第
一
九
巻
、
一
五
五
頁
に
よ
る
）
。

九
七
五
年
三
月
。
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（
嘔
）
前
注
（
７
）
を
象
よ
・

（
埴
）
前
注
（
ｕ
）
の
京
都
銀
行
協
会
『
京
都
に
お
け
る
明
治
年
代
の
預
金
金
利
協
定
に
つ
い
て
』
を
承
よ
・

（
、
）
日
銀
大
阪
支
店
『
管
内
預
金
協
定
利
率
調
』
（
大
正
一
四
年
八
月
）
「
岸
和
田
泉
南
郡
同
盟
銀
行
」
に
よ
る
。
一
九
○
七
年
五
月
に
成
立
し
た

規
約
に
よ
れ
ば
、
違
反
銀
行
に
対
し
て
は
、
「
除
名
取
引
停
止
」
処
分
を
と
る
と
規
定
し
て
い
る
。

（
岨
）
「
三
重
県
同
盟
銀
行
の
四
日
市
銀
行
の
除
名
」
な
ら
び
に
そ
れ
に
対
す
る
「
弁
明
」
『
銀
行
通
信
録
』
一
六
八
、
九
号
、
一
八
九
九
年
一
一
、

一
二
月
。
四
日
市
銀
行
は
津
支
店
開
設
に
さ
い
し
預
金
金
利
を
他
よ
り
一
厘
筒
と
し
た
た
め
、
津
周
辺
の
銀
行
が
「
利
率
の
均
一
」
の
交
渉
に

入
っ
た
が
、
こ
の
と
き
「
同
業
の
面
目
を
汚
し
」
た
と
い
う
の
が
除
名
の
理
由
で
あ
っ
て
、
協
定
違
反
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

（
画
）
一
九
○
一
年
五
月
二
二
日
、
一
一
一
商
・
木
原
ほ
か
一
四
行
よ
り
「
預
金
利
子
の
高
低
は
総
て
我
大
阪
銀
行
集
会
所
に
於
て
決
定
す
る
」
旨
の
建

議
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
を
う
け
て
、
住
友
・
木
原
ら
一
○
行
か
ら
な
る
付
託
委
員
に
よ
っ
て
当
座
一
銭
四
厘
、
小
口
当
座
一
銭
八
厘
、
通
知

預
金
一
銭
九
厘
、
定
期
預
金
七
・
五
％
を
吸
筒
限
度
と
す
る
こ
と
、
六
月
十
五
日
よ
り
実
行
す
る
、
ま
た
市
中
預
金
染
金
人
を
廃
止
す
る
旨
の

案
が
提
出
さ
れ
た
が
、
強
い
反
論
が
出
さ
れ
、
結
局
六
月
二
日
、
預
金
利
子
引
下
げ
の
件
は
同
盟
「
総
会
」
に
付
せ
ず
、
協
議
会
で
議
論
す

る
こ
と
、
「
成
る
べ
く
歩
調
を
同
一
に
す
る
事
」
と
し
「
制
裁
は
之
を
設
け
ざ
る
」
こ
と
、
集
金
人
廃
止
は
七
月
一
日
よ
り
二
ケ
年
間
」
実
行

す
る
旨
の
決
議
が
出
さ
れ
た
。
詳
細
は
『
銀
行
通
信
録
』
一
八
七
、
八
号
、
一
九
○
一
年
六
、
七
月
を
承
よ
・

（
皿
）
大
阪
同
盟
銀
行
集
会
所
「
録
事
」
（
一
八
九
○
年
二
月
六
日
臨
時
総
会
）
『
銀
行
報
告
誌
』
三
号
、
一
八
九
○
年
五
月
一
日
。
当
座
預
金
金
利

日
歩
一
銭
以
下
の
申
合
せ
を
二
月
一
五
日
よ
り
実
施
す
る
こ
と
と
な
ら
ん
で
、
「
違
反
者
懲
戒
ノ
方
法
」
に
つ
い
て
は
積
立
金
の
没
収
、
事
柄

に
よ
っ
て
は
同
盟
か
ら
「
除
名
」
す
る
旨
、
決
議
が
な
さ
れ
た
。

（
９
）
一
八
九
二
年
二
月
一
六
日
、
京
浜
同
盟
銀
行
定
期
預
金
利
引
下
げ
「
決
議
」
『
日
本
銀
行
統
計
月
報
』
よ
り
。

（
、
）
一
八
九
三
年
三
月
『
日
本
銀
行
統
計
月
報
』
よ
り
。

（
、
）
京
都
銀
行
協
会
『
京
都
に
お
け
る
明
治
年
代
の
預
金
金
利
協
定
に
つ
い
て
（
明
治
一
一
一
一
年
’
三
四
年
）
』
（
一
九
七
八
年
、
東
京
銀
行
図
脅
館

蔵
）
所
収
の
京
都
銀
行
集
会
所
議
事
録
Ｃ
九
○
○
年
一
○
月
）
に
よ
る
。

（
⑫
）
大
阪
の
中
小
銀
行
は
一
八
九
九
年
八
月
、
独
自
に
預
金
金
利
協
定
を
む
す
ん
だ
。
そ
の
参
加
行
は
、
第
四
十
二
、
西
六
、
五
十
八
、
大
阪
清

水
、
有
魚
各
本
店
、
八
十
九
、
阿
波
商
業
、
大
阪
実
業
、
二
十
二
、
百
四
十
七
、
大
和
田
、
二
十
九
、
土
佐
、
百
五
十
二
、
七
十
一
一
一
、
高
知
の

水
、
有
魚
各
本
店
、

各
支
店
で
あ
っ
た
。
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２
一
九
ｏ
一
年
金
融
恐
慌
以
降
の
金
利
協
定

以
上
見
た
よ
う
に
、
一
九
○
一
年
金
融
恐
慌
以
前
の
金
利
協
定
は
、
預
金
金
利
の
弾
力
化
と
そ
の
後
の
急
騰
と
い
う
預
金
市
場
の
展

開
に
沿
っ
て
、
初
期
の
金
利
弾
力
化
の
狙
い
か
ら
後
期
の
預
金
争
奪
戦
の
抑
制
へ
と
、
そ
の
性
格
を
変
え
て
い
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
九

○
一
年
金
融
恐
慌
を
さ
か
い
に
、
焦
点
を
な
す
当
座
預
金
が
急
速
に
下
落
し
、
預
金
金
利
の
体
系
化
へ
む
か
う
。
こ
の
よ
う
な
変
貌
の

な
か
で
、
金
利
協
定
は
新
た
な
展
開
を
ふ
せ
る
。
以
下
、
第
６
表
を
中
心
に
、
そ
の
動
向
を
概
括
す
る
。

第
一
に
、
一
九
○
二
年
か
ら
一
九
一
一
一
年
に
か
け
て
、
金
利
協
定
の
活
動
は
二
つ
の
高
ま
り
を
見
せ
た
。
第
一
の
波
は
、
一
九
○
一

年
金
融
恐
慌
か
ら
一
九
○
三
年
に
か
け
て
の
時
期
で
あ
る
。
そ
の
波
は
短
期
間
の
う
ち
に
終
息
し
、
そ
の
後
一
九
○
八
年
に
入
っ
て
か

ら
、
第
二
の
波
が
現
わ
れ
る
。
第
二
の
波
は
ひ
き
つ
づ
き
第
一
次
大
戦
期
の
金
利
協
定
に
つ
ら
な
る
。

第
二
に
、
地
域
的
に
見
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ま
で
近
畿
・
中
京
一
円
に
限
ら
れ
て
い
た
金
利
協
定
が
、
京
浜
一
円
に
及
び
、
か
つ
て
の
地

域
的
な
偏
り
が
払
拭
さ
れ
た
点
が
ま
ず
注
目
さ
れ
る
。
金
融
恐
慌
の
直
後
、
一
九
○
二
年
東
京
・
横
浜
の
両
都
に
お
い
て
、
一
○
年
ぶ

り
に
預
金
金
利
協
定
が
実
行
に
移
さ
れ
た
。
ま
た
京
阪
神
に
お
い
て
も
、
預
金
金
利
の
急
騰
が
最
高
頂
に
達
し
た
一
八
九
九
年
ご
ろ
ひ

と
と
き
無
協
定
状
態
に
陥
っ
た
が
、
激
し
い
金
融
恐
慌
を
機
に
再
び
活
動
を
開
始
し
、
こ
こ
に
六
都
の
足
並
家
が
そ
ろ
う
に
至
っ
た
。

（
、
）
京
都
銀
行
協
会
『
京
都
に
お
け
る
明
治
年
代
の
預
金
金
利
協
定
に
つ
い
て
』
よ
り
。

（
釦
）
「
京
都
同
盟
銀
行
の
北
浜
銀
行
支
店
の
排
斥
」
『
銀
行
通
信
録
』
一
七
四
号
、
一
九
○
○
年
五
月
な
ら
び
に
『
大
阪
銀
行
通
信
録
』
三
○
号
、

一
九
○
○
年
四
月
、
を
承
ょ
。

（
、
）
管
見
の
か
ぎ
り
『
銀
行
通
信
録
』
一
八
九
六
年
一
二
月
号
に
、
東
京
各
行
の
金
利
が
公
表
さ
れ
た
の
が
最
初
で
あ
ろ
う
か
。

（
躯
）
一
八
九
八
年
一
月
一
一
一
菱
銀
行
、
九
九
年
一
一
一
月
三
井
銀
行
、
一
九
○
五
年
八
月
住
友
銀
行
「
率
先
」
し
て
預
金
金
利
を
改
定
し
て
い
る
（
『
日
本

銀
行
統
計
月
報
』
な
ら
び
に
『
銀
行
通
信
録
』
に
よ
る
）
。
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六
大
都
市
の
こ
う
し
た
動
き
に
と
も
な
っ
て
、
東
で
は
上
州
。
宇
都
宮
・
静
岡
・
長
岡
・
福
井
な
ど
で
、
ま
た
西
で
は
、
長
崎
・
奈

良
・
津
・
山
田
・
南
勢
・
西
参
・
淡
海
・
岡
山
・
尾
道
な
ど
で
も
協
定
が
む
す
ば
れ
、
ほ
ぼ
本
州
中
央
部
を
制
す
る
に
至
っ
た
。

そ
の
後
、
金
利
の
崩
落
が
底
を
つ
い
た
一
九
○
六
年
か
ら
八
年
に
か
け
て
各
地
で
無
協
定
状
態
と
な
っ
た
が
、
た
だ
名
古
屋
を
中
心

に
岐
阜
・
南
勢
・
知
多
・
静
岡
な
ど
中
京
一
円
で
比
較
的
強
固
に
継
続
さ
れ
た
。
そ
の
後
一
九
○
六
年
以
降
、
京
浜
な
ら
び
に
京
阪
神

で
も
金
利
協
定
が
再
び
活
気
を
と
り
も
ど
し
た
が
、
地
域
的
に
は
第
一
の
波
の
分
布
状
況
を
大
き
く
越
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の

と
き
に
な
っ
て
も
依
然
、
東
北
地
方
で
は
金
利
協
定
の
声
は
聞
か
れ
な
か
っ
た
。

第
三
に
、
金
利
変
動
と
の
絡
糸
か
ら
い
え
ば
、
一
九
○
三
年
ま
で
の
第
一
の
波
は
、
金
融
恐
慌
後
の
金
利
水
準
の
低
落
を
背
景
と
し

て
生
じ
た
も
の
で
、
全
て
金
利
引
下
げ
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

日
清
戦
後
の
預
金
金
利
の
急
騰
期
で
な
く
、
む
し
ろ
金
融
恐
慌
直
後
の
預
金
金
利
低
落
局
面
で
金
利
協
定
が
広
く
組
織
さ
れ
た
の

は
、
金
融
恐
慌
の
勃
発
に
よ
っ
て
預
金
金
利
上
昇
の
弊
害
が
強
く
認
識
さ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
預
金
争
奪
戦
が
激
化
し
、
預
金
金
利

が
急
騰
す
る
に
と
も
な
い
、
銀
行
は
採
算
上
、
安
全
資
産
よ
り
も
、
高
利
を
も
と
め
て
リ
ス
ク
の
多
い
貸
出
に
積
極
化
せ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
。
そ
の
結
果
が
一
九
○
一
年
の
金
融
恐
慌
で
あ
っ
た
。
そ
の
反
省
か
ら
、
預
金
金
利
を
引
下
げ
る
べ
く
、
協
定
が
組
織
さ
れ
た

こ
の
預
金
金
利
の
低
落
は
、
預
金
金
利
の
体
系
化
を
惹
き
起
し
た
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
の
金
利
協
定
は
預
金
金
利
の
体
系
化
、

ひ
い
て
は
預
金
銀
行
化
を
促
進
す
る
役
割
を
は
た
し
た
と
思
わ
れ
る
。
一
九
○
一
年
八
月
の
神
戸
同
盟
銀
行
に
よ
る
協
定
、
翌
年
二
月

（
２
）
 

大
阪
組
合
銀
行
に
よ
る
金
利
協
定
の
対
象
が
、
当
座
・
小
口
当
座
に
か
ぎ
ら
れ
、
定
期
預
金
は
除
外
さ
れ
て
い
た
点
も
右
の
主
張
を
裏

づ
け
る
。
し
か
し
、
金
利
協
定
が
こ
う
し
た
構
造
転
換
を
惹
き
起
し
た
と
主
張
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
評
価
は
過
大
に
過
ぎ
る
で
あ
ろ

う
。
当
時
の
協
定
に
そ
れ
ほ
ど
の
力
は
な
い
。
金
利
協
定
の
意
義
は
、
当
座
預
金
金
利
の
大
幅
な
低
落
に
対
し
て
集
団
的
に
棹
さ
し
た

か
つ
た
。
旱

（
１
）
 

の
で
あ
る
。
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における大都市の金利協定事情

神 戸 横浜

盟預金利率制限同盟'8月 (獺頑鍋子璽f】iﾐ學
加)当座'3厘'小口'8厘,｜定期なし

10月，同
を解除

定譲耀ﾂﾞ鰐辮｣８月%当

:鑿霧騨鶏櫛|頤篝

組合今後一致の方針，
当座13厘，定期６ケ月，

２月 ＄1０ 

6.5％，小口１６→1４当座13厘，定期６ケ月，

鑿瓢FIl･縦蛎鵬
10月

８月息騨･濡鰐,定期'２月5.露･」箒

,周憲辮譲彊r鬮蝋
Ｉ％，小口1２

同盟，当座８厘，定期'10月
5％，小ロ12厘’

正金，第二，七四，三
井，第一，第百，左右田

湛.(輻T瓢需
厘

~~~￣￣l 

麹醗蕊鳥｜
%・小口'2厘’
同盟（正金
）当座７厘
５％，小口

，北浜のぞ
、定期12ケ
10厘

９月
く
月

'7鳳劇倉鰄…'と、
8月組合標準を当座8厘,定
期6％，小口１０厘とす

６月住友，名古屋，川崎を
のぞき，当座６厘，定期
5.5％，小口11厘

ｌ
 

を
期

８月同盟引下げ，当座７→

鰯雲i鰯ｾﾞイ
狽鯛鰄厚柵卦ｗ１岩磯厘 '瀞|明讓輔

座8→10厘，
，小口11→1２

９月貯蓄６行,貯蓄金利5.2
→5.4％ 

５厘据極，
小口12→1０簡饗io圏３月定鵬5罪'３月組合，当座

’期6→5％，小
厘

り摘記。
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’東京’名古屋｜大版

'麺Ｉ’､噸柵ｉｗ罎臓剛’－－１－｜座通知'9厘

嶢棒鱗:轤締鑿聯
1,腱/鷺鐘謹撮羽鑑譲臘譽卿屋辮鰯簿

|艤灘篝辮)艤蕊鑿
鰯Ｗ凰鍼辮引と［

’８月本駿引上げ,甲乙218月動職懸鶴行

安田，第三，
，当座10厘
，別口12厘

州”一蹴
#iii灘匡iii蕊

，話織J膜辮
1907 

ｒ露…農(:讓辮
…|乖蕊繍蝋灘|蒻峯鰯
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と
い
う
点
に
も
と
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
四
に
、
金
融
恐
慌
後
の
金
利
協
定
を
組
織
形
態
の
点
か
ら
見
る
と
二
つ
の
タ
イ
プ
が
浮
ん
で
く
る
。
第
一
の
タ
イ
プ
は
、
一
八
九

○
年
代
以
来
一
般
的
で
あ
っ
た
銀
行
集
会
所
組
合
（
Ⅱ
同
盟
）
に
よ
る
協
定
で
あ
る
。
そ
の
典
型
は
名
古
屋
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
名
古

屋
は
一
八
九
○
年
以
来
ほ
ぼ
一
貫
し
て
、
組
合
に
よ
る
金
利
協
定
を
、
よ
り
厳
格
な
形
態
で
追
求
し
つ
づ
け
た
点
で
際
立
っ
て
い
る
。

いばそれに近い形態が一般的であった。（３）
一
九
○
三
年
に
は
、
特
別
に
協
定
以
上
の
金
利
を
付
す
こ
と
を
認
め
る
特
別
金
利
（
Ⅱ
勉
強
率
）
を
廃
止
す
る
よ
う
申
合
せ
た
り
、
一

九
○
五
年
に
は
協
定
を
維
持
す
る
た
め
に
、
小
銀
行
に
金
利
差
を
認
め
た
り
、
罰
則
規
定
を
励
行
す
べ
く
調
査
委
員
会
を
設
け
た
匹
過

（
４
）
 

様
乾
な
努
力
を
払
っ
て
い
る
。

金
融
恐
慌
後
の
一
九
○
二
年
七
月
、
東
京
で
は
一
○
年
ぶ
り
に
金
利
協
定
が
実
行
さ
れ
た
が
、
こ
の
と
き
の
協
定
は
、
こ
れ
ま
で
と

は
異
っ
た
、
新
た
な
形
態
に
拠
っ
た
。
集
会
所
組
合
に
よ
る
協
定
で
は
な
く
、
第
一
、
十
五
、
第
百
、
三
井
、
一
一
一
菱
、
横
浜
正
金
の
五

行
に
よ
る
大
銀
行
間
協
定
と
い
う
形
式
で
発
足
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
五
行
に
、
安
田
・
第
三
・
明
治
商
業
か
ら
な
る
安
田
系
三
行
が

つ
か
ず
は
な
れ
ず
の
立
場
を
と
っ
た
。
定
期
・
当
座
・
小
口
当
座
預
金
に
つ
い
て
最
高
金
利
を
規
定
し
た
が
、
剛
則
規
定
が
な
く
、
大

（
６
）
 

銀
行
間
の
「
紳
士
協
定
」
で
あ
っ
た
。

金
融
恐
慌
直
後
の
時
点
で
は
、
こ
の
二
つ
の
協
定
形
態
は
、
東
西
間
で
き
れ
い
に
分
か
れ
る
。
東
京
。
横
浜
お
よ
び
関
東
・
北
陸
地

方
で
は
、
大
銀
行
間
協
定
の
形
態
が
一
般
的
で
、
大
阪
・
京
都
・
神
戸
・
名
古
屋
お
よ
び
そ
の
一
円
で
は
、
組
合
協
定
形
態
か
、
あ
る

注
目
す
ぺ
き
こ
と
に
、
日
露
戦
後
の
第
二
の
波
の
も
と
で
、
両
形
態
を
統
合
す
る
よ
う
な
第
三
の
形
態
が
、
大
阪
で
現
わ
れ
た
。

大
阪
で
は
一
九
○
一
年
、
久
し
ぶ
り
に
組
合
レ
ヴ
ェ
ル
の
協
定
が
成
立
し
た
が
、
翌
年
の
二
月
以
降
、
定
期
預
金
金
利
は
協
定
か
ら

除
外
さ
れ
、
さ
ら
に
大
銀
行
の
間
で
意
見
の
一
致
が
見
ら
れ
ず
、
事
実
上
、
組
合
に
参
加
す
る
中
小
銀
行
間
の
協
定
へ
と
後
退
し
て
し
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ま
っ
た
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
大
阪
の
金
利
協
定
は
組
合
協
定
の
形
式
を
と
り
な
が
ら
、
一
八
九
九
年
以
来
実
質
的
に
は
中
小
銀
行
間
の

協
定
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
大
阪
に
お
い
て
、
東
京
流
の
大
銀
行
間
の
協
定
が
初
め
て
成
立
し
た
の
は
一
九
○
六
年
三
月
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
浪
速
、
三
十
四
、
山
口
、
近
江
、
鴻
池
、
北
浜
、
加
島
、
第
一
、
帝
国
商
業
の
九
行
で
あ
っ
た
。

（
７
）
 

八
月
に
は
住
友
が
加
わ
っ
た
が
、
こ
の
段
階
で
は
東
京
系
の
一
一
一
井
、
一
一
一
菱
、
第
一
一
一
な
ど
の
大
銀
行
が
参
加
し
て
い
・
な
い
。
一
九
○
八
年

一
一
一
月
に
な
っ
て
三
井
・
三
菱
な
ど
も
参
加
し
、
漸
く
東
京
・
大
阪
両
系
の
大
銀
行
の
間
に
、
広
範
な
協
調
体
制
を
築
く
下
地
が
出
来
つ

（
８
）
 

つ
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
か
つ
て
の
組
合
協
定
形
式
の
再
現
で
は
な
く
、
最
終
的
に
大
銀
行
の
指
導
性
が
保
証
さ
れ
る
形
態
を
と
っ
た
。

一
九
○
九
年
の
一
一
一
月
、
金
利
改
定
に
さ
い
し
、
ま
ず
大
銀
行
を
中
心
と
す
る
協
議
会
で
群
議
さ
れ
、
つ
づ
い
て
組
合
総
会
で
承
認
を
ぅ

ろ
と
い
う
二
段
階
力
式
が
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
一
九
○
八
年
以
降
の
金
利
協
定
が
も
つ
特
質
が
凝
集
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
大
銀
行
は
、
プ
ラ
イ
ス
・
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
陰
然
た
る
力
を
誇
る
だ
け
で
な
く
、
徐
交
に
、
そ
の
支
配
力
を
強
化
す
る
よ
う
動
き
始
め
た
の
で
あ
る
。
大
銀
行
間
の
私

的
な
申
合
せ
に
よ
る
秩
序
づ
く
り
か
ら
、
大
銀
行
に
よ
る
公
的
組
織
を
介
し
た
秩
序
づ
く
り
へ
、
金
利
協
定
も
変
容
を
と
げ
て
ゆ
く
。

第
五
に
、
金
融
恐
慌
後
の
預
金
金
利
協
定
の
も
と
、
各
行
が
ど
の
水
準
に
金
利
を
つ
け
た
か
、
そ
の
設
定
様
式
を
う
か
が
う
た
め

に
、
東
京
、
大
阪
組
合
加
盟
銀
行
の
改
定
公
表
金
利
の
一
覧
表
を
作
成
し
た
。

さ
き
に
掲
げ
た
一
九
○
○
年
の
事
例
（
第
５
表
）
が
無
協
定
下
の
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
こ
で
掲
げ
た
一
九
○
二
年
と
八
年
の

両
年
と
も
協
定
下
に
あ
る
。
一
一
一
つ
の
時
点
を
比
較
す
る
な
ら
ば
、
東
・
西
両
都
と
も
に
金
利
設
定
に
さ
い
し
グ
ル
ー
プ
化
の
動
き
を
認

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
き
に
見
た
よ
う
に
、
東
京
で
は
、
一
九
○
○
年
無
協
定
の
も
と
で
、
「
預
金
規
模
と
預
金
金
利
の
逆
相
関
」
の
関
係
が
お
お
ま
か

に
存
在
し
た
。
そ
の
後
の
過
程
で
も
こ
の
傾
向
は
認
め
ら
れ
る
が
、
次
第
に
大
・
中
小
銀
行
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
集
中
化
す
る
動
き
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(1902年10月，1908年４月）

（日歩厘）

１４１５ 

こ
の
大
・
中
小
、
二
極
化
の
動
き
は
、
大
阪
で
は
極
端
ま
で
進
ん
だ
。
大
阪
で
は
金
融
恐
慌
以
前
か
ら
中
小
銀
行
の
間
に
協
定
が
存

在
し
た
の
に
対
し
、
大
銀
行
間
で
は
非
協
調
的
姿
勢
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
久
し
ぶ
り
に
組
合
レ
ヴ
ニ
ル
の
協
定
が
成
立
し
た
と
言
わ

れ
る
一
九
○
一
年
六
月
の
時
点
で
も
、
中
小
二
二
行
は
一
本
化
し
た
の
に
、
大
銀
行
は
ま
と
ま
り
を
欠
い
た
。
最
低
金
利
グ
ル
ー
プ

が
生
じ
て
い
る
。
最
低
金
利
の
グ
ル
ー
プ
に
は
、
六
行
協
定
団
（
第
一
、
十
五
、
第
百
、
一
一
一
井
、
三
菱
、
横
浜
正
金
）
の
ほ
か
に
、
安

田
系
三
行
（
安
田
・
第
三
・
明
治
商
業
）
や
興
銀
、
さ
ら
に
豊
国
、
川
崎
、
東
海
な
ど
の
二
流
大
銀
行
が
加
わ
り
、
一
つ
の
ま
と
ま
り

を
形
成
し
、
一
方
、
中
小
銀
行
は
こ
の
大
銀
行
金
利
よ
り
も
高
い
金
利
を
つ
け
た
が
、
そ
の
散
ば
り
は
一
九
○
八
年
以
降
縮
小
し
て
い

■つ

ﾌﾟﾋﾆ 
｡ 

1６ 

繍鶴綴｜

田中

七七

神木，芝。神田商木場，信濃

金山,豊山護法｜
葛飾

大都，旭貯蓄

i帝国貯蓄百三八

'…｜聯合’

'一〔､墾豐J--lr

LL-J｣…二
l鷲:鑑ｗｉ
ｌｌ七七,日本橘

1３ 

河合
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行預金公表金利改定状況

》・準一、第７

預 金金 利
1902年
1０月

1３ 1０ 

鑿:墨:露｜
安田，第三，明商，
川崎，興銀

住友，帝商
｜認ｌＥＥ
ｌＩｌｌ－ｌ－ 

6.0 

|中井｡森村
|鴻池

定
期
預
金
金
利
（
６
ヶ
月
以
上
、
年
率
％
）

6.2 

6.4 

商栄,二七,鉄業，
浅草，三五，七八

鵜申覺倉貯蓄

’麹町，加賀，丁酉

》鱸旱粛鴨島6.5 

6.7 

尾張星

８
’
０
 

６
－
凧

四十

7.2 

’
１
１
１
１
 

）四

7.5 

|鑪蠕蒜不明

当 座預金金利
1908年
４月

区
鵜
諏

一
五
三
崎

。ｌＥ鰄判一「

１０ 

１村弁,iw9池,八四

井
銀
三
輿〃
、

三菱
6.0 定

期
預
金
金
利
（
年
率
％
）
｜
山
②

中井6.3 

北拓 商栄 肥後，森村，丁酉，麹町
七四，北浜，東京，鉄業
東盛

6.5 

６．８’’ 

----------三一-－－－－－－－－－－－－－－－－一一一一一一一一－－－－．．－－－－－－－－１－－－－－－－－－－-－－－－－－－－－－－－－

7.011 
1902年10月は『銀行通信録』２０４，５号。１０月６日から11月１日改定分。
1908年４月は同271号。４月13日から25日改定分。



156 

第８表大阪組合銀行公表預金金利改定状況（1901年６月，1908年

金金利（日歩厘）

１４ 

３月）

当座預1901年
６月

1３ 1５ ’一一一密１口
１
１
 

7.0｜住友，第 ，三四

定
期
預
金
金
利
（
年
率
％
）

三菱

７個|木原

雨｜

露」
当座預金金利

６ 

（ 日歩厘）

協定金利不明

1908年
３月

"|鑿議權鴬

池
井
湾

鴻
三
台（
年
率
％
）

定
期
預
金
金
利

定
し

協
な

｜鰄霧鍾灘
『大阪銀行通信録』45号，また『銀行通信録』188号で補充。
日改定分。協定は当座14厘以下，定期7.5％以下。ゴシッ
のひとつ起業銀行は不明。

大阪銀行通信録』126号，３月15日から21日改定分。

1）1901年６月分は，

６月16日から７月１５

クは協議委員。委員
2）1908年３月分は『

（
住
友
・
第
一
な
ど
）
に
、
地
元
大
銀

行
（
山
口
・
百
三
十
な
ど
）
が
一
団
と

な
っ
て
続
い
た
が
、
三
井
・
’
一
一
菱
両
行

は
当
座
預
金
に
つ
い
て
協
定
金
利
二

銭
四
厘
以
下
）
を
上
廻
る
金
利
を
さ
え

付
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
一
九
○
二
年

三
月
の
段
階
に
な
る
と
、
見
事
に
、
大

銀
行
グ
ル
ー
プ
と
中
小
銀
行
に
二
極
化

し
て
い
る
。
次
第
に
大
銀
行
を
中
心
仁

の
市
場
秩
序
力
が
強
化
さ
れ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

第
六
に
、
協
定
の
対
象
は
、
金
融
恐

慌
直
後
の
第
一
の
波
で
は
当
座
、
小
口

当
座
預
金
に
重
き
を
お
い
て
い
た
の

に
、
一
九
○
八
年
以
降
の
第
二
の
波
で

は
定
期
預
金
に
重
心
が
移
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
そ
れ
は
、
一
九
○
七
年
鉄
道
国

有
化
に
と
も
な
う
証
券
か
ら
定
期
預
金
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協
定
に
発
展
し
て
ゆ
く
。

へ
の
シ
フ
ト
、
定
期
預
金
の
拡
大
に
応
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
。

と
、
同
時
に
注
目
す
べ
き
は
、
一
九
二
年
ご
ろ
か
ら
、
貸
出
金
利
協
定
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
あ
る
。
そ
の
口
火
は
、

一
九
○
四
年
七
月
、
横
浜
と
名
古
屋
に
お
い
て
切
ら
れ
た
が
、
一
九
二
年
に
は
東
京
・
横
浜
・
大
阪
・
京
都
。
福
井
・
金
沢
・
群

馬
・
知
多
の
各
地
で
一
斉
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
横
浜
が
生
糸
担
保
賛
越
金
利
と
特
定
し
て
い
る
以
外
、
ほ
と
ん
ど
が
当
座
賃

（
９
）
 

越
金
利
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
域
的
な
分
布
か
ら
し
て
、
い
ず
れ
も
生
糸
。
織
物
金
融
に
関
す
る
も
の
と
見
て
間
違
い
な

い
。
協
定
参
加
者
は
東
京
・
大
阪
・
横
浜
の
ケ
ー
ス
し
か
判
ら
な
い
が
、
三
井
・
一
一
一
菱
・
第
一
・
安
田
。
住
友
・
横
浜
正
金
な
ど
、
東

京
系
を
中
心
と
す
る
大
銀
行
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
巨
大
銀
行
を
軸
と
し
て
、
本
州
中
央
部
に
ひ
ろ
が
る
、
各
地
の
生
糸
・
織
物
金

融
市
場
が
次
第
に
相
互
の
連
関
を
強
め
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
一
九
一
五
年
東
西
両
都
で
行
わ
れ
た
貸
出
金
利

以
上
、
金
利
協
定
を
中
心
に
明
治
期
預
金
市
場
に
お
け
る
価
格
設
定
行
動
の
あ
り
よ
う
に
光
を
あ
て
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
に

お
い
て
金
利
協
定
は
、
産
業
資
本
が
確
立
す
る
以
前
か
ら
早
期
に
組
織
さ
れ
た
こ
と
、
そ
の
機
能
は
日
本
独
特
の
預
金
市
場
の
展
開
に

沿
っ
て
意
義
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
金
利
協
定
は
、
当
座
預
金
の
弾
力
化
↓
そ
の
急
騰
↓
預
金
金
利
の
体
系
化
と
い

う
預
金
市
場
の
娠
回
に
棹
さ
す
役
割
を
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
急
騰
期
を
の
ぞ
け
ば
、
そ
の
機
能
は
、
弾
力
化
あ
る
い
は
体
系
化
の
転

轍
器
、
先
導
役
を
は
た
し
た
と
い
え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
競
争
制
限
の
色
彩
も
も
っ
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
世
紀
転
換
期
の
金

利
高
騰
局
面
で
は
そ
の
性
格
が
前
面
に
躍
り
出
た
が
、
む
し
ろ
共
同
の
利
益
の
た
め
に
一
致
し
て
事
に
あ
た
る
と
い
う
色
彩
を
濃
く
も

っ
て
い
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
組
織
は
厳
格
な
統
制
を
必
要
と
せ
ず
、
大
銀
行
が
主
導
し
、
中
小
銀
行
が
こ
れ

に
つ
づ
く
態
勢
が
あ
れ
ば
、
「
紳
士
協
定
」
で
充
分
そ
の
機
能
を
は
た
し
え
た
。
そ
の
段
階
で
は
ま
だ
大
銀
行
は
積
極
的
に
市
場
を
組

織
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
は
柔
せ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
○
九
年
大
阪
に
組
織
さ
れ
た
協
議
会
方
式
は
、
こ
う
し
た
大
銀
行
の
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姿
勢
に
、
次
第
に
変
化
が
現
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
１
）
「
大
阪
銀
行
集
会
所
組
合
銀
行
の
預
金
利
子
同
盟
引
下
」
『
銀
行
通
信
録
』
一
八
七
号
、
一
九
○
一
年
六
月
、
に
掲
峨
さ
れ
た
木
原
ほ
か
一
五

行
に
よ
る
「
建
議
書
」
を
承
よ
・

（
２
）
大
阪
銀
行
集
会
所
「
預
金
利
子
引
下
に
関
す
る
協
議
会
」
『
大
阪
銀
行
通
信
録
』
五
一
号
、
一
九
○
二
年
一
月
。

（
３
）
「
名
古
屋
組
合
銀
行
の
預
金
利
子
引
下
」
『
銀
行
通
信
録
』
二
○
九
号
、
一
九
○
三
年
三
月
。
「
同
時
に
従
来
特
別
法
と
称
し
組
合
規
定
に
拠

ら
ざ
る
利
子
を
付
せ
し
方
法
を
断
然
廃
止
す
る
」
こ
と
と
な
っ
た
と
い
う
。

（
４
）
「
各
地
の
預
金
利
子
引
上
」
（
名
古
屋
）
『
大
阪
銀
行
通
信
録
』
九
五
号
、
一
九
○
五
年
八
月
。
甲
乙
の
二
部
制
を
導
入
。
甲
種
（
定
期
六
％

当
座
一
銭
二
厘
、
小
口
当
座
一
銭
四
厘
）
に
は
、
愛
知
、
明
治
、
名
古
屋
、
伊
藤
、
関
戸
、
熱
田
、
愛
知
農
商
、
金
城
、
小
栗
、
三
井
、
第
一
、

北
浜
の
一
二
行
。
乙
種
（
定
期
六
・
五
％
、
当
座
一
銭
四
厘
、
小
口
当
座
一
銭
六
厘
）
に
は
、
水
野
、
愛
知
艇
商
、
津
島
の
三
行
。

（
５
）
「
名
古
屋
預
金
利
子
問
題
」
『
大
阪
銀
行
通
信
録
』
一
○
○
号
、
一
九
○
六
年
一
月
。
違
反
者
に
制
裁
す
べ
く
検
査
役
三
名
選
ん
だ
が
、
辞
任

後
は
規
約
も
空
文
化
し
た
と
い
う
。

（
６
）
松
村
秀
夫
「
戦
前
に
お
け
る
銀
行
間
預
金
金
利
の
格
差
に
つ
い
て
」
『
金
融
』
一
一
五
号
、
一
九
五
六
年
一
○
月
。

（
７
）
「
各
地
銀
行
の
預
金
利
子
引
下
」
（
大
阪
市
）
『
大
阪
銀
行
通
信
録
』
一
○
七
号
、
’
九
○
六
年
八
月
。
定
期
預
金
金
利
を
年
五
％
と
す
る
。

（
８
）
「
大
阪
市
諸
銀
行
の
預
金
利
子
引
下
」
同
上
誌
一
二
六
号
、
一
九
○
八
年
一
一
一
月
。
協
議
会
メ
ン
バ
ー
は
、
浪
速
、
三
十
四
、
山
口
、
住
友
、
鴻

池
、
北
浜
、
近
江
、
第
一
、
三
菱
、
三
井
の
一
○
行
で
あ
っ
た
。

（
９
）
『
中
央
銀
行
通
信
録
』
一
○
二
、
一
一
一
一
一
、
四
号
、
一
九
一
一
年
一
○
月
、
一
二
年
九
、
一
○
月
を
承
よ
・
一
九
一
二
年
九
月
、
横
浜
で
は
正

金
、
三
井
、
第
一
、
第
一
一
一
、
住
友
の
五
行
が
生
糸
商
品
担
保
費
越
最
低
金
利
を
一
銭
九
厘
へ
引
上
げ
、
同
年
一
○
月
に
は
組
合
銀
行
が
賛
越
金

利
を
二
厘
引
上
げ
て
い
る
。
ま
た
同
月
、
東
京
で
は
第
一
、
三
井
、
三
菱
、
十
五
、
第
百
の
五
行
が
当
座
賛
越
金
利
を
二
銭
一
厘
へ
、
特
別
物

金
利
を
二
銭
へ
引
上
げ
た
。
大
阪
で
も
同
月
、
一
一
一
井
・
第
一
・
三
菱
・
安
田
の
四
行
が
東
京
同
様
賛
越
金
利
を
二
厘
引
上
げ
た
。
大
都
市
外
で

は
一
九
○
｜
年
一
○
月
、
福
井
市
中
銀
行
が
貸
越
日
歩
を
一
銭
四
厘
、
荷
為
替
一
銭
四
厘
と
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
金
沢
市
中
、
群
馬
県

下
、
知
多
同
盟
七
行
で
も
一
斉
に
貸
付
金
利
を
引
上
げ
て
い
る
。



159日本における預金市場の形成

以
上
、
長
期
的
に
金
利
の
動
き
を
追
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
に
お
け
る
預
金
市
場
の
形
成
過
程
に
メ
ス
を
加
え
て
き
た
。
そ
の
結

果
、
日
本
に
お
け
る
預
金
市
場
の
展
開
は
、
当
座
預
金
の
弾
力
化
↓
そ
の
急
騰
↓
預
金
金
利
の
体
系
化
と
い
う
三
つ
の
局
面
に
よ
っ
て

特
徴
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
Ⅲ
初
期
の
教
科
書
的
な
金
利
設
定
か
ら
離
れ
、
預
金
金
利
が
弾
力
化
す
る

勃
興
期
、
②
日
清
戦
期
以
降
の
預
金
需
要
の
拡
大
に
と
も
な
っ
て
預
金
金
利
が
急
騰
す
る
形
成
期
、
⑧
預
金
金
利
の
高
騰
は
金
融
恐
慌

を
惹
き
起
し
た
が
、
こ
れ
を
機
と
す
る
預
金
需
給
の
変
化
に
よ
っ
て
預
金
金
利
の
体
系
化
が
出
現
す
る
確
立
期
。

こ
の
過
程
は
同
時
に
、
早
期
に
導
入
さ
れ
た
欧
米
最
先
端
の
金
融
概
念
技
術
の
咀
噌
の
過
程
で
あ
っ
た
。
一
九
○
一
年
金
融
恐
慌
後

の
当
座
預
金
金
利
の
低
位
化
と
そ
の
結
果
生
糸
だ
さ
れ
た
預
金
金
利
体
系
の
形
成
は
、
欧
米
に
範
を
も
と
め
た
日
本
の
預
金
市
場
が
本

格
的
に
定
着
し
確
立
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
日
清
戦
後
の
産
業
資
本
確
立
の
過
程
と
照
応
す
る
。
日
清
戦
後
の
当

座
預
金
金
利
の
急
騰
と
そ
の
顛
末
た
る
一
九
○
一
年
金
融
恐
慌
に
至
る
波
乱
は
、
預
金
市
場
の
確
立
、
預
金
銀
行
へ
の
転
化
に
む
け
て

の
、
生
承
の
苦
し
み
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に


